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　燃やしたり埋め立てたりするごみの量を削減し、より一層分別リサイクルをす

すめていくためには、ルールを守って正しく出すことが大切です。

　つまり、決められた日に、決められた場所へ、決められた品目を、決められた

出し方で、ごみを出すことが資源化への第一歩となります。

「ごみは、すべて資源」１８品目への挑戦!!

正しい分別が資源化への第一歩
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ま
だ
ま
だ
リ
サ
イ
ク
ル

▼燃やせないごみとして集められたもの ▼ペットボトルの収集キャリーに混ざっていた不適物

▼ある「ごみステーション」の状況（びん類） ▼ある「ごみステーション」の状況（燃やせないごみ）

正しい分別が資源化への第一歩正しい分別が資源化への第一歩

２

　
市
内
で
収
集
し
た
「
燃
や
せ
る
ご
み
」「
燃
や
せ
な
い
ご

み
」
の
中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
こ
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
分
け

れ
ば
資
源
」
を
合
言
葉
に
正
し
い
分
別
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

缶

針金や、キャップなど、びん以外のものがあれば

資源化が困難になります
「分ければ資源」です。びんやプラスチック製容器も正し

く分別して出すようにしてください。

乾電池

キャップ、プラスチック製容器

びん・缶・ペットボトルといった資源ごみが多く

混ざっています。袋で出す場合は、透明または半

透明の袋に入れて出してください。
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次
回
は
、
『
ご
み
の
中
身
』

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

資
源
ご
み
（
缶
類
・
び
ん
類
・

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
の
出
し
方

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

　
　
　
　
　
　
　

☎

７３
・
３
０
０
７

　
缶
類
・
び
ん
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
こ
れ

ま
で
も
分
別
し
て
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
き
ま
し
た
が
、
正
し
い
出
し
方
を
も
う

一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ア
ル
ミ
缶
は
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
ア
ル
ミ

製
品
に
、
ス
チ
ー
ル
缶
は
、
鉄
筋
や
鉄
骨
な

ど
の
鉄
製
品
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　
び
ん
や
道
路
の
舗
装
材
な
ど
に
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
ま
す
。

缶
　
類

び
ん
類

ジュース・お茶・のり・菓子・

缶詰などの飲み物・食べ物の缶、

スプレー缶・カセットボンベな

どのアルミ製・スチール製の缶

ジュース・栄養ドリンクなどの飲

み物のびん、ジャム・のりなどの

食べ物のびん、かぜ薬など家庭用

医薬品のびん（口に入れることが

できるものを入れていたびん）

○
軽
く
す
す
い
で
水

　
切
り
を
し
て
出
し

　
ま
し
ょ
う
。

○
ス
プ
レ
ー
缶
は
、

　
必
ず
穴
を
開
け
ま

　
し
ょ
う
。

○
タ
バ
コ
の
吸
殻
な

　
ど
は
入
れ
な
い
で

　
く
だ
さ
い
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
作
業
服
な
ど
の
繊
維
製

品
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
ま
す
。

　
分
別
す
れ
ば
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
も
の
で
あ
っ
て
も
正
し
く
出
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
遣
い
で
「
資
源
」

に
も
「
ご
み
」
に
も
な
り
ま
す
。
少
し
面
倒

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
分
け
れ
ば
資
源
・
混

ぜ
れ
ば
ご
み
」
で
す
。
正
し
い
ル
ー
ル
を
守

っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ジュース・茶などの清涼飲料・乳

飲料、しょう油、お酒、みりん、酢、

ドレッシングなどのペットボトル。

ラベルやボトル本体に上のマーク

の表示があるものが対象です。

○
軽
く
す
す
い
で
水
切
り
を
し
て
出
し
ま
し

　
ょ
う
。

○
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
取
り
外
し
て
、
プ

　
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
し
て
出
し
ま

　
し
ょ
う
。

○
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
た
あ
と
に
残
る
リ
ン
グ

　
は
、
外
さ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

▼正しい出し方（びん）

○
軽
く
す
す
い
で
水

　
切
り
を
し
て
出
し

　
ま
し
ょ
う
。

○
キ
ャ
ッ
プ
や
栓
は

　
取
り
外
し
ま
し
ょ
う
。

○
化
粧
び
ん
や
ほ
乳
び
ん
な
ど
の
耐
熱
ガ
ラ

　
ス
は
リ
サ
イ
ク
ル
が
困
難
な
た
め
燃
や
せ

　
な
い
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
タ
バ
コ
の
吸
殻
な
ど
は
入
れ
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。

▼正しい出し方（ペットボトル）

キャップをはずし、軽くす

すいだびん

キャップとラベルをはずし、軽くすすいでいるペットボトル

１０
月
か
ら
の

※
９
月
末
ま
で
は
、
各
町
で
決
め
ら
れ
た
出
し
方
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
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環
境
大
臣
賞
受
賞

法
務
大
臣
感
謝
状

原
下
工
業
団
地
に
工
場
誘
致

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
三
豊
市
建
設
業
協
会
の
安
全
・
防
災
訓
練

　
６
月
２０
日
、三
豊
市
建
設
業
協
会
の
会
員
約
１
０
０

人
が
参
加
し
、
高
瀬
町
佐
股
で
安
全
・
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
今
年
で
３
回
目
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
や
人
力
に
よ
る
土
の
う
作

り
と
土
俵
積
み
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
お
け
る
物
資
等
の
輸
送
に
関
す
る

　
協
定
調
印
式

　
６
月
１７
日
、
市
役
所
で
三
豊
市
と
（
社
）
香
川
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
三
豊
支
部
と
の
間
で
『
災
害
時
に
お

け
る
物
資
等
の
輸
送
に
関
す
る
協
定
調
印
式
』
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
救
援
物

資
や
資
機
材
を
迅
速
に
供
給
す
る
な
ど
の
緊
急
輸
送

活
動
を
、
市
か
ら
直
接
三
豊
支
部
へ
協
力
を
要
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
宝
く
じ
の
助
成
で
防
災
資
機
材
を
整
備

　
山
本
町
大
野
北
側
自
治
会
で
結
成
す
る
「
北
側
自

主
防
災
会
」が
、（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
宝
く

じ
の
助
成
金
を
受
け
て
防
災
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
北
側
自
主
防
災
会
は
、
自
治
会
青
壮
年
部
の
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
、
災
害
時
に
地
域
内
で
お
互
い
が
協

力
し
て
自
分
た
ち
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
今
回
テ
ン
ト
や
発
電
機
、
簡
易
ト
イ
レ
な

ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

も
し
も
の
時
に
頼
も
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー

　
７
月
１４
日
、『（
株
）ク
シ
ベ
ウ
ィ
ン
テ
ッ
ク
・
三
豊
市

工
場
立
地
に
関
す
る
協
定
書
、
土
地
売
買
契
約
書
調
印

式
』
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
（
株
）
ク
シ
ベ
ウ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
な

ど
の
主
要
建
機
部
品
を
製
造
す
る
地
元
企
業
で
、
現

在
、
上
高
瀬
の
本
社
工
場
や
上
麻
工
場
な
ど
で
操
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
建
設
機
械
の
需
要
の
高
ま
り
か
ら
製
造
ラ

イ
ン
増
設
の
た
め
、
新
た
に
工
場
立
地
（
８
２,
７
６
０

㎡
）
す
る
も
の
で
す
。

　
操
業
は
来
年
度
初
め
を
目
指
し
て
お
り
、
新
工
場
の

立
地
に
よ
り
地
元
か
ら
の
雇
用
拡
大
な
ど
地
域
経
済
の

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
更
生
保
護
活
動
に
つ
い
て
の
長
年

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、法
務
大
臣
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

　
久
保
し
げ
り（
豊
中
町
）

　
７
月
1
日
付
け
で
、次
の
人
が
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
　
　（
敬
称
略
）

　
青
井
　
富
子（
三
野
町
）【
再
任
】

　
大
矢
根
節
子（
仁
尾
町
）【
新
任
】

▼
問
い
合
わ
せ

　
人
権
課
　
☎
７３
・
３
０
０
８

　
６
月
２６
日
、
下

高
瀬
小
学
校
が
平

成
１９
年
度
省
エ
ネ

コ
ン
テ
ス
ト
で
環

境
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
『
下
小
も
っ
た

い
な
い
憲
法
』
を

制
定
し
た
り
、「
電

気
省
」
や
「
リ
サ

イ
ク
ル
省
」
、「
節

水
省
」
な
ど
9
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
自
分
た
ち

に
で
き
る
省
エ
ネ
活
動
を
少
し
ず
つ
実
践
し
た
り
と
、

全
校
を
あ
げ
て
楽
し
い
省
エ
ネ
活
動
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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国民年金のお知らせ

問い合わせ　市民課　　　　　　　　　　　　　☎７３－３００５
　　　　　　香川社会保険事務局善通寺事務所　☎０８７７－６２－１６６０

▲

　所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困難な場合には、本人の申請手続きによって保険料の納付が「免

除」、「一部納付（一部免除）」、または「猶予」される制度があります。�      

　本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下の場合

に申請手続きをすると、保険料の納付が全額免除また

は、１/４納付、半額納付、３/４納付の一部納付となります。

①免除（全額免除・一部納付）申請

　３０歳未満の人で、本人、配偶者の前年所得が一定額

以下の場合に、申請手続きをすると、保険料の納付が猶

予されます。

②若年者納付猶予申請

　学生で本人の所得が一定額以下の場合に申請すると、

保険料の納付が猶予されます。

※退職者、震災、風水害等の被災者は、所得に関係なく該当する場合があります。�        

※全額免除または若年者納付猶予の承認を受けた人は、翌年度以降も引き続き免除または猶予の申請をしなくても、継続して

　申請があったものとして自動的に審査します。

　ただし、退職や被災を理由に承認された場合や半額免除等一部免除、学生納付特例承認者は対象となりません。�        

③学生納付特例申請

★免除の対象となる所得のめやす（平成２０年度）　　【万円】

世帯構成

遺族基礎年金

資格期間

年金額に計算

老
齢
基
礎
年
金

障害基礎年金

全額納付 全額免除 未　　納
一　部　納　付

半額納付 ３／４納付 学生特例

若年者猶予

１／４納付

○

受けられる

○

受けられる

○

受けられる

○

受けられる

○

入る

○

入る

○

全額

○
全額納付の
場合の１／３

○

受けられる

○

受けられる

○

入る

○
全額納付の
場合の１／２

○

受けられる

○

受けられる

○

入る

○
全額納付の
場合の２／３

○

受けられる

○

受けられる

○

入る

○

受けられる

○

受けられる

○

入る

×

されない

×

受けられない

×

受けられない

×

入らない

×

されない

○
全額納付の
場合の５／６

単身世帯

４人世帯

（夫婦、子２人）

２人世帯

（夫婦のみ）

全額免除

１６２

９２

５７

２３０

１４２

９３

２８２

１９５

１４１

３３５

２４７

１８９

１／４納付 ３／４納付半額納付

一　部　納　付

○「４人世帯」、「２人世帯」は、夫か妻のどちらかのみに所得が
　ある世帯の場合です。
○ 若年者納付猶予は全額免除と同基準、学生納付特例は半額免
　除と同基準となります。

※障がいおよび遺族基礎年金には一定の受給要件があります。
※免除および納付猶予等は１０年以内であれば、古い期間から順に納付が可能です。（ただし、免除および猶予を受けた年度か
　ら起算して３年目以降は一定の加算が上乗せされます）

保険料免除を申請する人は、年金手帳および納付書、印鑑、離職票または雇用保険受給資格者証等を持って市民

課または各支所市民サービス課で手続きしてください。

※確定申告をしていない人は、税務課または各支所市民サービス課で相談してください。

※今年転入した人は、前住所地（平成２０年１月１日現在）での所得証明書が必要です。

前納制度は、保険料をまとめて納めると、保険料が割引される制度です。
６カ月前納・・・１０月分から翌年3月分を１０月末までに納めます
　　　　　　　　現金払い７００円割引
　　　　　　　　口座振替９８０円割引（8月中に手続きが必要です）
※詳しくは、下記までお問い合わせください。

お得な前納制
度を

利用しましょ
う

国民年金保険料の納付が困難な場合は「保険料の免除制度」があります

「納付」と「免除・納付猶予」と「未納」はこのように違います
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市 議 会 だ よ り市 議 会 だ よ り

市
議
会
だ
よ
り

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 

定
例
会

全
員
協
議
会

25 議
　
会
　
日
　
誌

月
6

日

26
日

30
日

三
豊
総
合
病
院
組
合
議
会

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修

3
月
7

日

9
日

15
日

16
日

18
日

三豊市議会・議会広報委員会

〒７６７－８５８５　三豊市高瀬町下勝間２３７３番地　☎７３－３００９

●三豊市議会だよりの発行・編集は ●

平
成
二
十
年
 
第
二
回
 
三
豊
市
議
会
定
例
会

　

平
成
２０
年
第
２
回
三
豊
市
議
会
定

例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
２６
日
ま
で

の
１８
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、「
三
豊
市

ご
み
処
理
技
術
検
討
委
員
会
設
置
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
条
例
案

６
件
、
専
決
処
分
５
件
を
可
決
・
承

認
。
そ
の
他
、
平
成
２０
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
補
正
予
算
３
件
、

市
道
の
路
線
変
更
１
件
を
可
決
し
ま

し
た
。
人
事
案
件
４
件
に
つ
い
て
は
、

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
及
び

財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
に
同
意
。

請
願
１
件
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
三
豊
市
一
般
会
計
補

正
予
算
１
億
６，
８
９
１
万
３
千
円

の
増
額
補
正
予
算
案
な
ど
、
議
案
の

提
案
理
由
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
１２
日
・
１３
日
・
１６

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
１４
名
の
議
員

が
行
い
ま
し
た
。

　
各
議
案
の
細
部
に
わ
た
る
審
査
は

付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
、
１８

日
に
教
育
民
生
、
１９
日
に
総
務
、
２０

日
に
建
設
経
済
の
所
管
事
項
に
つ
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２６
日
の
最
終
日
に
は
、
所
管
の
委

員
会
に
付
託
し
て
い
た
審
議
結
果
に

つ
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ

り
、
全
１５
議
案
を
委
員
長
報
告
ど
お

り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁

護
委
員
候
補
者
の
推
薦
及
び
財
産
区

管
理
委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

〔
人
権
擁
護
委
員
〕

　
吉
田
　
一
正
氏
（
仁
尾
町
仁
尾
）

　
篠
原
　
昌
宏
氏
（
高
瀬
町
佐
股
）

　
前
川
　
美
穗
氏
（
高
瀬
町
比
地
）

〔
山
本
町
神
田
財
産
区
管
理
委
員
〕

　
臼
杵
　
静
男
氏

　
最
後
に
、
三
豊
民
主
商
工
会
な
ど

３
団
体
よ
り
出
さ
れ
て
い
た
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤
回
を

求
め
る
請
願
書
」
は
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

▲第2回定例会

～
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市
議
会
だ
よ
り

議決の結果付託委員会議案番号 案　　　　　　件

原案承認（全会一致）

原案承認（全会一致）

原案承認（全会一致）

原案承認（賛成多数）

原案承認（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案同意（全会一致）

不採択（賛成少数）

総 　 　 務

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

建 設 経 済

教 育 民 生

教 育 民 生

総 　 　 務

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

議案第77号

請 願 第 1号

平成２０年第２回三豊市議会定例会　審議結果

専決処分の承認を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて

三豊市ごみ処理技術検討委員会設置条例の制定について

三豊市母子家庭等医療費支給に関する条例の一部改正について

三豊市乳幼児等医療費助成に関する条例の一部改正について

市道の路線変更について

平成２０年度三豊市一般会計補正予算（第１号）

三豊市監査委員条例の一部改正について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

財産区管理委員の選任同意について

後期高齢者医療制度の中止・撤回を求める請願書

議決年月日　平成２０年６月２６日

総務・建設経済・
教育民生（関係部分）

（三豊市行政改革推進委員会設置条例の一部を改正する条例）

（三豊市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

（三豊市税条例の一部を改正する条例）

（三豊市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

（平成２０年度三豊市老人保健事業特別会計補正予算（第１号））

の一部改正について
三豊市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例

について
三豊市重度心身障害者等医療費支給に関する条例の一部改正

補正予算（第1号）
平成２０年度三豊市地域農産物利用促進センター事業特別会計

平成２０年度三豊市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
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市
議
会
だ
よ
り

川
　
秀
男
議
員

小
林
照
武
議
員

大
平
敏
弘
議
員

地
域
活
性
化
に
農
業
面
か
ら

4
項
目
に
つ
い
て
質
問

横
山
　
強
議
員

防
犯
灯
事
業
の
中
の
防
犯
灯
の

整
備
に
つ
い
て

危
険
校
舎
改
築
へ
の

取
り
組
み
姿
勢
に
つ
い
て

地
球
を
救
い
た
い
市
長
の
思
い

ご
み
処
理
市
民
に
コ
ス
ト
の
覚
悟

市政に対する一般質問
　６月定例会の一般質問は、６月１２日・１３日・１６日の３日間行

われ、市政全般にわたる諸問題について14人の議員が質問しました。

市政に対する一般質問

市
長
の
発
言
単
独
で
の
ご
み
処
理

し
尿
と
の
矛
盾

説
明
と
箱
物
へ
の
覚
悟

　
　
　
１８
・
１９
年
度
の
本
市
に
対

す
る
、
各
自
治
会
か
ら
の
防
犯
灯

設
置
要
望
数
と
対
応
件
数
を
伺
う
。

　
　
　
１８
年
度
が
１
９
６
件
の
要

望
に
対
し
８０
件
の
対
応
。
１９
年
度

は
１
５
１
件
の
要
望
に
対
し
５３
件

の
対
応
。
２０
年
度
は
１
２
４
件
の

要
望
に
対
し
、
設
置
予
定
数
は
電

力
の
寄
贈
灯
を
含
め
２８
カ
所
の
設

置
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
２０
年
度
の
防
犯
灯
設
置
予

算
は
市
内
１５
カ
所
で
あ
る
が
、
自

治
会
か
ら
の
防
犯
灯
設
置
要
望
と
、

市
当
局
の
新
設
予
定
数
の
格
差
に

つ
い
て
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
要
望

件
数
に
対
し
て
十
分
満
た
し
て
い

る
状
況
で
は
な
い
。
今
年
度
に
つ

い
て
は
１９
年
度
の
対
応
件
数
を
参

考
に
補
正
予
算
対
応
し
た
い
。

　
　
　
各
自
治
会
か
ら
の
防
犯
灯

の
要
望
数
と
市
の
予
算
と
の
格
差

が
あ
る
。
市
当
局
は
２１
年
度
に
予

算
計
上
の
見
直
し
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
２１
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

財
政
状
況
を
勘
案
し
、
引
き
続
き

防
犯
灯
事
業
を
計
画
し
た
い
。

　
　
　
三
豊
市
新
総
合
計
画
の
基

本
構
想
に
つ
い
て
、
基
幹
産
業
の

農
業
を
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
本
市
の
魅
力
あ
る
産
業
と

し
て
の
農
業
を
確
立
す
る
た
め
、

収
益
性
の
高
い
農
業
経
営
に
は
、

品
質
の
向
上
・
ブ
ラ
ン
ド
化
と
併

せ
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
が
見
込

ま
れ
る
農
業
生
産
構
造
へ
の
転
換

と
、
耕
地
を
高
度
に
利
用
す
る
営

農
を
奨
励
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ

り
、９
つ
の
柱
を
基
軸
に
進
め
た
い
。

　
　
　
豊
中
地
域
の
活
性
化
に
つ

い
て
、
豊
中
町
内
に
産
直
市
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
産
直
市
に
つ
い
て
は
、
生

産
者
の
希
望
が
あ
れ
ば
検
証
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
集
落
営
農
育
成
の
た
め
の

機
械
導
入
に
対
し
市
の
助
成
は
。

　
　
　
農
業
経
営
者
会
等
で
も
、

強
い
要
望
が
あ
り
、
十
分
検
討
に

値
す
る
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
検
討
さ
せ
る
。

※
ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊
と
三
豊
の
農

産
品
の
係
わ
り
に
つ
い
て
も
質
問
。

　
　
　
四
川
大
地
震
で
の
教
訓
を

受
け
、
国
に
お
い
て
は
、
国
庫
補

助
率
の
引
き
上
げ
等
へ
向
け
て
の

気
配
り
が
な
さ
れ
て
お
り
、
地
方

自
治
体
へ
の
極
め
て
有
利
と
な
る

動
き
を
頂
い
た
。
こ
れ
に
鑑
み
、

三
豊
市
は
、
市
内
の
危
険
校
舎
で

学
ぶ
子
ど
も
た
ち
へ
の
早
期
耐
震

化
改
築
へ
向
け
、
今
後
、
ど
の
よ

う
な
手
順
で
改
築
時
期
を
早
め
ら

れ
る
所
存
か
尋
ね
る
。

　
　
　
学
校
耐
震
化
改
築
へ
向
け

て
は
、
一
定
の
検
討
期
間
を
必
要

と
は
す
る
も
の
の
、
適
正
配
置
検

討
委
員
会
で
の
統
廃
合
計
画
に
沿

っ
た
定
法
ど
お
り
の
取
り
組
み
姿

勢
を
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
四

川
大
地
震
を
教
訓
に
、
子
ど
も
た

ち
の
安
心
・
安
全
、
そ
し
て
生
命

を
守
る
事
を
第
一
義
と
考
え
、
緊

急
対
応
が
求
め
ら
れ
る
危
険
校
舎

と
位
置
付
け
た
考
え
方
で
の
対
応

姿
勢
で
、
教
育
委
員
会
や
市
議
会

等
で
の
ご
指
導
も
頂
き
な
が
ら
、

改
築
も
含
め
て
耐
震
化
へ
の
検
討

を
早
め
る
方
向
で
進
め
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

　
　
　
し
尿
処
理
は
中
讃
広
域
行

政
組
合
の
申
し
入
れ
で
、
２６
年
か

ら
中
讃
広
域
行
政
組
合
で
共
同
処

理
を
行
う
。
２３
億
円
の
整
備
費
に

対
し
三
豊
市
負
担
は
４０
・
９１
パ
ー

セ
ン
ト
、
約
９
億
４
千
万
円
と
し
、

三
豊
ク
リ
ア
プ
ラ
ザ
を
新
し
く
す

る
よ
り
格
安
と
の
決
定
。

　
　
　
中
讃
広
域
行
政
組
合
管
理

者
の
善
通
寺
市
長
の
昨
年
６
月
議

会
の
答
弁
に
よ
る
と
、
丸
亀
の
施

設
エ
コ
丸
は
処
理
能
力
２
５
０
ト

ン
、
実
際
の
使
用
量
は
１
２
０
ト

ン
。
ま
た
、
三
豊
市
と
隣
接
す
る

琴
平
町
の
施
設
は
、
１
日
の
処
理

能
力
は
最
高
９０
ト
ン
が
可
能
だ
が
、

大
体
５０
ト
ン
く
ら
い
だ
し
、
こ
れ

ま
で
４
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
ご
み
は

減
っ
て
い
る
。
三
豊
市
か
ら
の
要

請
が
あ
れ
ば
前
向
き
に
考
え
た
い

と
答
弁
し
て
い
る
が
。

　
　
　
ご
み
処
理
の
広
域
的
議
論

は
し
て
な
い
が
、
機
会
が
あ
る
時

に
少
し
ず
つ
出
し
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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市
議
会
だ
よ
り

多
田
　
治
議
員

契
約
継
続
に
至
る
手
順
と

執
行
責
任
課
に
つ
い
て

山
本
　
明
議
員

三
豊
市
ご
み
処
理
技
術
検
討

委
員
会
に
つ
い
て

藤
田
公
正
議
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

現
状
に
つ
い
て

藤
田
芳
広
議
員

職
員
用
駐
車
場
の

利
用
状
況
等
に
つ
い
て

詫
間
政
司
議
員

「
ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊
」
地
域
協
議
会

に
つ
い
て

　
　
　
三
豊
市
ご
み
処
理
技
術
検

討
委
員
会
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
専
門
知
識
を
持
つ
５
人
で

構
成
。
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ご
み

処
理
の
あ
り
方
や
施
設
に
つ
い
て

検
討
い
た
だ
く
。
今
年
度
は
ご
み

処
理
技
術
を
検
討
い
た
だ
き
、
２１

年
度
は
立
地
環
境
条
件
や
ご
み
処

理
事
業
の
運
営
方
法
、
事
業
の
進

行
管
理
を
検
討
い
た
だ
く
。
同
時

に
ご
み
処
理
施
設
を
建
設
す
る
場

合
に
、
国
か
ら
の
交
付
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
循
環
型
社
会

形
成
推
進
地
域
計
画
書
も
検
討
い

た
だ
く
。
２２
年
度
以
降
は
４
月
に

同
計
画
書
を
国
に
提
出
し
承
認
を

受
け
、
８
月
に
内
示
を
受
け
交
付

申
請
を
行
う
と
同
時
に
実
施
計
画

や
設
計
に
入
り
、
２３
年
度
・
２４
年

度
の
２
カ
年
を
か
け
て
建
設
す
る

予
定
で
、
２５
年
度
か
ら
の
供
用
開

始
を
目
指
し
た
い
。
こ
の
間
に
、

建
設
場
所
の
選
定
や
取
得
を
同
時

進
行
的
に
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

環
境
影
響
調
査
に
つ
い
て
も
、
実

施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
本
市
の
介
護
予
防
に
お
け

る
特
定
高
齢
者
の
継
続
的
な
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
権
利
擁
護
を
総

合
的
に
担
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
は
十
分
と
い
え
る
の
か
。

　
　
　
本
市
の
場
合
、
保
健
師
・

社
会
福
祉
士
・
主
任
介
護
支
援
専

門
員
の
職
員
を
各
３
人
以
上
の
配

置
が
必
要
と
な
り
、
ま
た
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
た
め
に
介
護

支
援
専
門
員
も
必
要
。
介
護
支
援

専
門
員
は
７
人
の
う
ち
６
人
が
、

社
会
福
祉
士
は
２
人
が
臨
時
職
員

で
対
応
し
て
い
る
の
が
実
情
。

　
　
　
一
カ
月
に
６
０
０
件
近
い

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
、

大
変
重
要
な
役
割
を
担
う
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介
護
支
援
専

門
員
や
社
会
福
祉
士
が
、
臨
時
職

員
で
対
応
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
状
態
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
万

全
と
い
え
る
の
か
。

　
　
　
こ
の
職
種
に
関
し
て
は
非

常
に
専
門
性
が
強
い
。
特
に
社
会

福
祉
士
は
生
命
の
安
全
に
関
す
る

事
案
も
あ
る
の
で
、
正
規
職
員
の

採
用
も
含
め
今
後
迅
速
に
考
え
た

い
。

　
　
　
市
が
発
注
す
る
工
事
・
物

品
購
入
契
約
方
法
と
最
低
制
限
価

格
の
設
定
の
決
定
手
順
を
尋
ね
る
。

　
　
　
事
業
を
進
め
よ
う
と
す
る

原
課
が
管
財
課
に
入
札
依
頼
書
を

提
出
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
業
者
選

定
審
査
表
を
策
定
し
て
契
約
審
査

委
員
会
の
審
査
を
経
て
入
札
執
行

を
行
い
契
約
を
行
っ
て
い
る
。
最

低
制
限
価
格
の
設
定
に
つ
い
て
は

6
月
よ
り
予
定
価
格
が
１
３
０
万

円
以
上
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
事
後
公
表
す
る
。
そ
の
金
額

は
設
計
金
額
に
よ
り
、
部
長
級
以

上
の
職
に
あ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

規
定
に
基
づ
い
て
決
定
し
て
い
る
。

　
　
　
契
約
完
了
後
の
業
務
の
所

管
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
入
札
終
了
後
、
契
約
締
結

を
終
え
た
も
の
は
、
管
財
課
か
ら

原
課
に
結
果
報
告
と
共
に
契
約
関

係
書
類
を
返
送
し
、
以
降
は
原
課

に
お
い
て
工
事
を
実
施
、
監
督
す

る
。
事
業
に
よ
っ
て
は
専
門
的
知

識
や
実
務
経
験
を
必
要
と
す
る
こ

と
も
あ
り
、
関
係
課
と
の
連
絡
を

密
に
し
て
工
事
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
職
員
か
ら
駐
車
料
金
を
徴

収
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
１９
年

３
月
議
会
に
お
い
て
も
質
問
し
た

も
の
で
、
市
民
に
対
し
て
は
、
補

助
金
等
の
整
理
合
理
化
・
見
直
し

を
、
行
財
政
改
革
推
進
の
も
と
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
職
員
の

市
の
施
設
利
用
に
対
す
る
意
識
改

革
・
コ
ス
ト
意
識
醸
成
の
観
点
か

ら
も
、
駐
車
料
を
徴
収
す
る
べ
き

と
考
え
る
。

　
　
　
職
員
の
コ
ス
ト
意
識
徹
底

と
民
間
の
実
態
等
を
踏
ま
え
、
平

成
２１
年
度
当
初
よ
り
徴
収
す
る
方

向
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
徴
収
料

は
子
育
て
支
援
や
交
通
安
全
対
策

・
市
民
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
よ
う
な
方
向
で
検
討
致
し
た
い
。

　
　
　
旧
町
の
職
員
駐
車
場
の
利

活
用
チ
ェ
ッ
ク
と
遊
休
駐
車
場
に

問
題
は
な
い
の
か
。

　
　
　
高
瀬
庁
舎
以
外
で
借
地
し

て
い
る
駐
車
場
の
実
態
調
査
を
実

施
。
国
の
補
助
金
等
適
正
化
法
の

改
正
を
見
据
え
て
分
析
検
討
を
加

え
、
効
率
運
営
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
「
ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊
」
が

１１
月
５
日
開
店
に
向
け
、
店
舗
建

設
が
進
ん
で
い
る
が
、
生
活
環
境

の
激
変
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
隣
接

住
民
や
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

心
配
す
る
教
育
関
係
者
と
保
護
者

な
ど
の
不
安
に
対
応
す
る
体
制
づ

く
り
が
、
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の

状
況
だ
。

　
「
ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊
」
と
市
及

び
市
民
に
よ
る
“ま
ち
づ
く
り
”
の

話
し
合
い
の
場
が
必
要
だ
。

　
地
域
協
議
会
組
織
設
立
の
考
え

を
問
う
。

　
　
　
地
域
住
民
の
生
活
環
境
や

教
育
環
境
の
変
化
、
青
少
年
の
健

全
育
成
な
ど
の
対
策
は
、
市
と
し

て
も
検
討
す
る
と
と
も
に
、
事
業

者
へ
の
適
切
な
指
導
が
必
要
と
考

え
る
。

　
市
民
か
ら
の
意
見
や
要
望
等
に

つ
い
て
は
、
７
月
上
旬
設
立
予
定

の
イ
ズ
ミ
主
催
に
よ
る
「
地
域
貢

献
協
議
会
」
で
対
応
す
る
。

　
近
隣
教
育
施
設
の
環
境
整
備
は
、

学
校
現
場
や
協
議
会
の
声
を
参
考

に
、
予
算
化
も
含
め
検
討
す
る
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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市
議
会
だ
よ
り

金
子
辰
男
議
員

四
国
八
十
八
カ
寺
他
、
三
豊
市
の

観
光
対
策
ビ
ジ
ョ
ン

近
藤
久
志
議
員

予
算
編
成
か
ら
事
業
実
施
の

入
札
及
び
契
約
変
更
に
つ
い
て

瀧
本
文
子
議
員

妊
婦
健
診
の
受
診
券
の
拡
充

市
営
・
同
和
住
宅
の
見
直
し
を

岩
田
秀
樹
議
員

2
0
1
5
年
に
は
全
教
育
施
設

耐
震
化
を
終
了
予
定

三
木
秀
樹
議
員

不
採
用
か
ら
起
こ
る
有
資
格

職
員
不
足
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
は

　
　
　
事
業
の
必
要
性
、
事
業
費
、

予
定
価
格
、
契
約
、
事
業
実
施
、

変
更
な
ど
一
連
の
業
務
を
行
う
に

当
た
り
、
関
係
部
局
と
の
調
整
、

実
施
ま
で
の
審
査
方
法
と
、
予
算

の
消
化
に
事
業
の
増
額
変
更
を
行

っ
て
い
な
い
か
。
関
係
書
類
、
審

査
顛
末
書
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
各
種
の
事
情
を
整
え
、
補

助
金
の
有
無
、
必
要
性
の
調
査
、

研
究
等
に
よ
り
事
業
費
を
算
出
し

規
則
に
基
づ
き
執
行
し
て
い
る
。

基
本
・
実
施
設
計
は
同
一
業
者
に

よ
る
随
意
契
約
例
も
あ
る
が
、
原

則
的
に
排
除
し
て
い
く
三
豊
市
の

契
約
制
度
で
あ
る
。
意
図
的
な
変

更
工
事
を
前
提
で
の
入
札
は
し
て

い
な
い
。
一
連
の
事
務
処
理
は
整

理
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
食
育
教
育
と
し
て
小
学
校

一
農
園
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
食
べ
物
、
命
を
大
切
に
す

る
心
を
育
て
る
、
文
科
省
の
豊
か

な
体
験
活
動
事
業
を
市
内
３
校
で

取
り
組
ん
で
お
り
、
農
水
省
の
教

育
フ
ァ
ー
ム
事
業
な
ど
も
含
め
連

携
し
て
学
校
現
場
に
周
知
す
る
。

　
　
　
妊
婦
健
診
受
診
券
５
枚
か

ら
１４
枚
に
助
成
の
拡
充
を
。
出
産

前
後
の
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー
の

派
遣
制
度
の
確
立
を
求
め
る
。

　
　
　
受
診
券
拡
充
は
検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー
も
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

の
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　
　
市
営
住
宅
５
５
０
戸
の
耐

用
年
数
・
耐
震
・
家
賃
滞
納
の
状

況
は
。
同
和
住
宅
の
所
得
調
査
の

実
施
、
家
賃
体
系
や
入
居
選
定
の

見
直
し
の
必
要
性
。
ま
た
、
空
き

家
の
一
般
公
募
と
混
住
化
の
促
進
。

仁
尾
の
上
団
地
の
建
替
え
は
ス
ト

ッ
ク
総
合
計
画
の
中
で
再
検
討
す

べ
き
。
法
的
に
同
和
対
策
は
終
結

し
て
お
り
、
特
別
扱
い
は
差
別
温

存
、
地
区
住
人
の
自
立
阻
害
に
。

一
般
住
宅
に
移
行
を
進
め
る
こ
と
。

　
　
　
同
和
住
宅
は
引
き
続
き
必

要
。
滞
納
繰
越
し
分
は
１７
％
回
収
。

今
後
弁
護
士
と
協
議
、
対
応
す
る
。

仁
尾
の
上
団
地
の
建
替
え
、
空
き

家
対
策
等
は
、
市
営
住
宅
全
体
の

見
直
し
（
ス
ト
ッ
ク
総
合
計
画
・
２０

年
度
策
定
）
の
中
で
再
検
討
す
る
。

　
　
　
近
年
参
拝
者
数
が
急
増
し

て
い
る
札
所
寺
院
の
周
辺
整
備
や

道
路
整
備
を
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
三
豊
市
を
訪
れ

る
人
達
に
心
に
残
る
ま
ち
に
す
る

た
め
に
は
市
に
何
が
必
要
な
の
か
。

そ
の
た
め
に
行
動
す
る
職
員
を
育

て
る
に
は
ど
の
様
に
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。
市
長
・
副
市
長

に
伺
う
。

　
　
　
四
国
八
十
八
カ
寺
は
、
近

年
世
界
遺
産
に
な
る
と
思
う
。
自

分
で
大
興
寺
か
ら
弥
谷
寺
ま
で
３

カ
寺
歩
い
て
み
る
。
案
内
標
識
・

ト
イ
レ
の
位
置
地
図
等
、
お
遍
路

さ
ん
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
荘
内
半

島
は
最
高
の
観
光
資
産
で
あ
る
。

道
の
整
備
を
進
め
徹
底
的
に
売
り

出
し
た
い
。
尚
、
職
員
に
は
三
豊

市
全
体
を
一
体
的
に
と
ら
え
、
失

敗
を
恐
れ
ず
前
向
き
に
行
動
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
く
。

　
　
　
職
員
に
は
常
に
問
題
意
識

を
持
ち
、
三
豊
市
の
公
務
員
と
し

て
地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン（
世
論
）リ

ー
ダ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
学
校
な
ど
公
共
施
設
耐
震

化
の
目
標
設
定
に
つ
い
て
、
保
育

所
・
幼
稚
園
の
耐
震
診
断
、
整
備

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
平
成
２１
年
度
に
は
耐
震
耐

力
度
検
査
が
す
べ
て
終
了
し
、
結

果
と
計
画
を
公
表
し
た
い
。
来
年

度
末
時
点
で
小
学
校
校
舎
１０
校
１０

棟
、
小
学
校
体
育
館
６
校
６
棟
、

中
学
校
校
舎
２
校
２
棟
、
中
学
校

体
育
館
２
校
２
棟
残
る
。
保
育
所
・

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
は
、

平
成
２７
年
度
ま
で
に
耐
震
化
を
終

え
た
い
。

　
　
　
６５
歳
以
上
の
農
業
従
事
者

が
６８
％
を
占
め
て
い
る
。
後
継
者

確
保
対
策
新
規
就
農
支
援
制
度
の

設
置
を
、
独
自
に
応
援
出
来
な
い

か
。

　
　
　
平
成
元
年
か
ら
２０
年
間
に

県
の
制
度
に
の
っ
た
三
豊
市
の
就

農
者
数
は
１１
名
。
し
か
し
、
個
々

の
支
援
は
難
し
く
、
県
や
農
業
会

議
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
今
後
も
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
「
５
年
間
職
員
不
採
用
」

方
針
の
中
、
今
日
予
想
を
超
え
て

１
０
０
名
の
正
職
員
が
退
職
。
市

民
と
最
も
接
触
す
る
５
部
門
の
有

資
格
職
種
で
正
職
員
不
足
に
よ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
市
民
の

安
全
・
安
心
が
守
れ
な
く
な
る
恐

れ
等
の
状
況
と
改
善
策
を
聞
く
。

　
　
　
　
建
設
課
…
１
級
建
築
士

が
い
な
く
旧
町
時
代
と
同
じ
状
態
。

人
事
課
に
検
討
を
申
し
込
み
中
。

　
保
育
所
…
１０
保
育
所
の
全
６６
ク

ラ
ス
の
内
、
正
職
員
対
応
率
は
４７

％
。
正
職
員
へ
の
業
務
負
担
増
や

保
育
の
質
の
低
下
を
懸
念
し
て
い

る
。
臨
時
・
嘱
託
で
対
応
す
る
。

　
幼
稚
園
…
園
児
が
途
中
入
園
し

た
り
し
て
の
、
学
級
が
増
え
る
場

合
の
検
討
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
。

　
学
校
給
食
…
正
職
員
の
退
職
が

相
次
ぎ
、
教
育
委
員
会
と
し
て
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
、
臨

時
採
用
・
施
設
間
の
異
動
等
で
バ

ラ
ン
ス
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　
水
道
局
…
徴
収
部
門
の
過
重
労

働
改
善
に
増
員
等
を
取
組
み
た
い
。

※
「
後
期
高
齢
者
医
療
」
を
質
問

質
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弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
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弁

て
ん
ま
つ
し
ょ

（１）

（２）（３）（４）（５）
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市
議
会
だ
よ
り 　

６
月
１９
日
開
催
の
総
務
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
３
議
案
に
つ

い
て
は
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
承
認
及
び
可
決
し
た
。

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

議
案
５９
号
「
三
豊
市
行
政
改
革
推

進
委
員
会
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
の
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
質
疑
 

 

　
３
月
議
会
に
提
出
で
き
な
か

っ
た
か
。

 

　
３
月
議
会
の
日
程
が
早
く
間

に
合
わ
な
か
っ
た
。

 
 
組
織
改
編
は
、
従
前
か
ら
言

わ
れ
て
い
た
の
に
専
決
で
出
す
の

は
お
か
し
い
。

 
 
行
革
に
つ
い
て
は
、
推
進
プ

ラ
ン
の
業
務
と
な
っ
た
た
め
。

議
案
７０
号
「
一
般
会
計
補
正
予
算
」

中
の
関
係
部
分
質
疑
　

 
 
「
ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊
」
オ
ー

プ
ン
に
あ
ま
り
期
限
が
な
い
が
、

市
道
六
の
坪
５
号
線
の
整
備
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 
 
地
権
者
と
の
関
係
も
あ
り
、基

本
的
に
は
法
線
は
変
更
し
な
い
が
、

仮
設
的
工
事
を
す
る
場
合
も
あ
る
。

 
 
総
務
費
雑
入
、
そ
の
他
保
管

金
８
７
６
万
２
千
円
の
経
緯
説
明

を
求
め
る
。

 
 
前
川
忠
夫
元
知
事
の
ご
遺
族

か
ら
昭
和
６３
年
１
千
万
円
の
寄
付

を
受
け
て
お
り
絵
画
購
入
、
残
金

及
び
利
息
の
保
管
金
を
今
回
一
般

会
計
、
歳
計
現
金
と
し
て
計
上
。

そ
の
他

○
委
員
か
ら
、
防
犯
灯
の
要
望
が

多
い
が
、
整
備
数
が
少
な
す
ぎ
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
を
含
め
、
再

考
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

○
６
月
賞
与
の
勤
勉
手
当
に
勤
務

評
定
を
盛
り
込
む
べ
く
、
作
業
に

入
っ
て
い
る
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
事
務
手
続
き

を
進
め
て
い
る
。

○
基
本
構
想
案
の
説
明

※
一
般
傍
聴
の
求
め
に
対
し
委
員

会
と
し
て
了
承
　
２
名
の
傍
聴
者

入
室

　
６
月
２０
日
開
催
の
建
設
経
済
常

任
委
員
会
に
は
、
２
議
案
が
付
託

さ
れ
審
議
し
た
。

　
議
案
第
６９
号
「
市
道
の
路
線
変

更
に
つ
い
て
」
の
審
査
は
、
現
地

調
査
を
実
施
し
審
査
過
程
に
お
い

て
は
委
員
よ
り
、
市
道
を
改
修
す

る
際
の
用
地
買
収
の
基
準
に
つ
い

て
等
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対

し
執
行
部
か
ら
は
「
用
地
に
つ
い

て
は
、
１
路
線
全
部
を
認
定
基
準

以
上
の
決
ま
っ
た
幅
員
で
計
画
的

に
改
修
す
る
場
合
は
買
収
し
、
地

元
要
望
に
よ
る
部
分
的
な
拡
幅
は

無
償
提
供
を
基
本
に
し
て
い
る
。
」

と
の
答
弁
が
あ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

　
議
案
第
７０
号
「
平
成
２０
年
度
三

豊
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）」
中
の
関
係
部
分
に
つ
い
て
は
、

慎
重
審
議
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。

　
６
月
１８
日
開
催
の
教
育
民
生
常

任
委
員
会
に
は
、
１２
議
案
が
付
託

さ
れ
た
。

　
条
例
制
定
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、「
３０
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
特
大
ご

み
袋
作
成
の
検
討
は
し
た
の
か
」
と

の
問
い
に
「
市
の
目
指
す
方
向
は

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
な
の

で
検
討
は
し
た
が
、
今
回
は
特
小

の
み
と
な
っ
た
」
と
の
答
弁
が
あ

っ
た
。

　
次
に
補
正
予
算
の
主
な
も
の
と

し
て
、
ご
み
処
理
技
術
検
討
委
員

会
の
今
後
に
つ
い
て
で
は
、「
業
務

委
託
の
内
容
及
び
業
者
の
選
定
に

つ
い
て
は
」
と
の
問
い
に
「
委
員

会
か
ら
専
門
的
な
資
料
や
デ
ー
タ

を
求
め
ら
れ
た
時
、
市
の
職
員
に

か
わ
り
ご
み
処
理
技
術
に
詳
し
い

委
託
業
者
が
こ
れ
ら
を
収
集
・
作

成
す
る
。
な
お
、
業
者
の
選
定
は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
決
定
し
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、「
学
童
保
育
の
子
供
が
増

え
た
と
言
う
が
何
人
か
」
と
の
問

い
に
、
１９
年
度
は
３
９
６
名
、
２０

年
度
は
４
６
１
名
で
、
１６
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
加
で
あ
る
」
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

　
次
に
、「
詫
間
中
学
校
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
設
置
が
予
定
よ
り
大
幅

に
遅
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
今

後
の
対
応
は
」
と
の
問
い
に
「
建

築
基
準
法
の
改
正
に
伴
い
、
既
存

の
建
物
の
改
修
工
事
が
必
要
と
な

っ
た
た
め
遅
れ
て
い
る
が
、
子
供

の
問
題
が
一
番
で
あ
り
、
一
日
も

早
く
整
備
し
た
い
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

委 員 会 の 動 き委 員 会 の 動 き委 員 会 の 動 き

建
設
経
済
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

問答

問答

問答問答
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　身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者手帳をお持ちの人に年に一度

福祉年金が支給されます。

・平成２０年７月１日以前１年間三豊市内在住であること

・在宅で生活をしていること（障害者施設、老人ホーム等入所者は対象

　となりません）� 

※転出入・死亡等により支給に制限があります。

三豊市福祉年金の申請について

特別児童扶養手当のご案内

対象者

・障がいの種類や程度または年齢により支給額が異なります

・６５歳以上の人は支給年金額の半額を支給します

支給額

　２０歳未満で、身体または精神に重度または中度以上の障がいをお

持ちのお子さんを監護している父、母または養育者。

　新聞等の報道で皆さまには、大変ご心

配をおかけしました。誠に申し訳ござい

ません。

　市では、平成９年以降に実施した健康

相談や健康教室で、血糖値やHbA1ｃの血

液検査を実施する際、微量採血器具を用

い、針は１人ひとり新しいものに交換

し、針の周辺部は消毒を行いながら、使

用していました。

　感染予防に最大限の注意をはらい使用

しておりましたので、ほとんど心配はあ

りませんが、１００％安全とは言い切れな

い状況です。

　該当者のうち２６５名の人には、肝炎検

査のご案内を送付しましたが、カルテの

保管年数の関係上、通知できていない人

がいます。

　通知の届いていない人で該当すると思

う人は、健康課までお早めにご連絡くだ

さい。

① 児童や、父、母または養育者が日本国内に住んでいないとき

② 児童が障がいを支給事由とする公的年金を受けることができるとき

③ 児童が児童福祉施設等に入所しているとき

受給資格者

受給できない場合

手当を受けるには

1級（重度障害児）５０,７５０円

2級（中度障害児）３３,８００円

※ ただし、所得により手当の支給が停止されることがあります。

　福祉課または各支所市民サービス課へ必要書類を添付して、認

定請求書を提出してください。

所得状況届について

　毎年８月に「所得状況届」を市役所に提出することになってい

ます。８月上旬に、受給資格者に所得状況届に関する通知を送付

しますので、内容を確認し手続きをしてください。

手当月額（平成２０年４月現在）

　福祉年金の給付を受けるには申請が必要です。今までに申請した人

は、再度の申請は必要ありません。新規に手帳を取得した人には申請書

を送付していますので、申請書と各手帳、振込先の通帳をお持ちのう

え、福祉課または各支所市民サービス課で手続きをしてください。� 

　なお、昨年申請していない人も、今年申請することができます。支給

は、１２月中旬に指定の口座に振り込まれます。現金ではお渡しできま

せん。

申　請

身体障害者手帳

療育手帳

知的障害児知的障害者

円 円

円

円

円

精神障害者手帳

１級

２級

３級

1級

2級

3級

4級

5級

6級

Ａ

Ｂ

１２,０００

１２,０００

１２,０００

１４,０００

１２,０００

１２,０００

１０,０００

１２,０００

１０,０００

１０,０００

８,０００

身体障害児身体障害者

１４,０００

１２,０００

１２,０００

１０,０００

１０,０００

１０,０００

１２,０００

１０,０００

１０,０００

８,０００

８,０００

８,０００

採血器具の不適切使用の
お詫びとお知らせ

Ａ

B

問い合わせ　福祉課　☎７３－３０１５
▲

問い合わせ　福祉課　☎７３－３０１５

▲

問い合わせ　健康課　☎７３－３０１４

▲

ヘモグロビン・エー・ワン・シー
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　健康診査案内の封筒に緑色の受診券が入っていた人は、介護予防検査の対象で

す。各地区の集団健診、医療機関で実施する個別健診、人間ドックで必ず検査を受

けましょう。費用は無料です。�    

　また、生活機能評価の結果から、介護予防教室に参加が必要な人には後日案内の

通知を送付します。

生活機能評価（介護予防検査）のお知らせ

問い合わせ　地域包括支援センター（介護保険課内）☎７３－３０１７

▲

申し込み・問い合わせ

　　西讃保健福祉事務所　保健対策課　☎２５－２０５２

▲

健康長寿
応援

介護予防レンジャー初登場！

「健康教室」

「パーキンソン病医療講演会」

三豊総合病院

難病医療講演会

～熱中症の『予防と手当』～

「特定健康診査・後期高齢者健康診査」
　　　　　実施医療機関追加のお知らせ
次の医療機関でも受けられるようになりました。

▲

◆ 腎臓病教室

日　時

テーマ

８月２１日（木）

午前１０時３０分～正午

講　師 香川大学医学部付属病院

神経内科医師　出口　一志　先生

日　時 ８月２２日（金）午後２時～４時

場　所 西讃保健福祉事務所　３階大会議室

対　象 難病で療養中の人や家族、関心のある人

※今年度中に65歳になる人には、毎月随時基本チェックリストを送付します

調理実習

　「蛋白質を抑えても

　　　　おいしいメニュー」

　「減塩でも工夫しだいで

　　　おいしく食べられる」
▲

申し込み・問い合わせ　三豊総合病院 健康管理センター
　　　　　　　　　 ☎５２－３３６６（内線１６１０）

介護予防教室に参加

してください

介護予防事業の
利用が必要

介護予防事業の
利用は、今のと
ころ必要ありま
せん

・今までどおり介護予

　防を心がけた生活を

　送ってください�

生活機能評価�

（介護予防検査）

診察・問診�

計測・心電図�

血液検査など

今年の３月に�

６５歳以上の人

（介護認定を受けて

　いる人を除く）

に送付した

アンケート

特
定
高
齢
者
候
補
者
選
定

・遊ビリテーションな

　どの介護予防教室も

　ご利用ください

緑色の�
受診券

健康メモ“みんなで元気に”

　熱中症とは、体の中と外の「あつさ」によって

引き起こされる体の不調で、急速に重症となるこ

ともあります。

　予防を心がけるとともに、すばやい手当をしま

しょう。

　涼しい場所に移動して、上着を脱がせて寝かせ、

つめたい水にぬらしたタオルや氷嚢を脇の下、脚

の付け根などにあて、全身を冷やましましょう。

※ 皮膚が乾燥して、体温が高く意識が薄れてきた

　 ら『重症』です。直ちに救急車を呼びましょう。

医療機関名　高井医院

住　　　所　山本町財田西３７７番地４

電　　　話　６３－２０４１

問い合わせ　健康課　☎７３－３０１４

◎応急手当

基本チェック
リスト

◎予防法

・　こまめに水分をとる

・　バランスの良い食事や十分な睡眠をとる

・　暑いときは、外出をひかえる

・　外出の際は、帽子や日傘で、日よけする

ひょうのう



　

『
ロ
ボ
ッ
ト
体
験
！
科
学
工
作
講
座
！
』
が

三
野
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
三
野
町
図
書
館

と
詫
間
電
波
工
専
の
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
音
楽
に
合

わ
せ
て
踊
る
２
足
歩
行
の
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
科
学

体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　第３回三豊市長杯弓道大会が詫間弓道場で開催されました。

結果は、次のとおりです。

【男子の部】

優　勝　高島　俊三

準優勝　櫻田　紀行

【女子の部】

優　勝　木村　みゆき

準優勝　太田　　弓

　「第５８回社会を明るくする運動」の出発式が市役所前

で行われました。１日保護観察官を任命された勝間幼稚

園の堀川結生くんと梅下奈々ちゃんが法務大臣からのメ

ッセージなどを副市長へ伝達しました。

　

平
石
幼
稚
園
の
園
児
が
プ
ー
ル
遊
び
を
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年
よ
り
１９

日
早
い
７
月
４
日
に
梅
雨
明
け
し
て
お
り
、
こ
の
日
も
最
高
気
温
は
３０
度
を
超

え
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
水
着
に
着
替
え
て
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
だ
け
で
大

は
し
ゃ
ぎ
。
プ
ー
ル
で
は
、「
じ
ゃ
ん
け
ん
汽
車
ぽ
っ
ぽ
」
や
「
フ
ー
プ
く
ぐ

り
」
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。

　

豊
中
幼
稚
園
で
豊
中
町
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
や
地
域
の
栄
養
士
さ
ん
な
ど
に
よ
る
「
食

育
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
園
児
た
ち
は
３０
種
類
の
食
べ
も
の
を
栄

養
素
ご
と
に
３
つ
に
色
分
け
。
色
で
分
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
目
で
見
て
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
勉
強
し
ま
し
た
。

　詫間中学校

で、『Mｙおに

ぎりの日』が

ありました。

生徒が自分で

おにぎりを作

ることで、食

に関する興味

や関心、作る

人への感謝の

気持ちをもっ

てもらおうと、

昨年から始めました。生徒が作ったおにぎりは大きさや形も

いろいろで具だくさん。ふだんとはまた違った、楽しい給食

となりました。

　三豊市消

防団操法競

技会が比地

小学校運動

場で開催さ

れました。

競技会は、

三豊市消防

団の消防技

術の向上と

相互協力姿

勢の確立、ならびに災害時における連携強化を図ること

を目的に行っています。各消防団員は、本番さながらに

的に向け放水を行い、日ごろの訓練の成果を披露しまし

た。

6/247/6

6/29

6/26

7/9

7/8

6/8



　

二
ノ
宮
幼
稚
園
で
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
を
し
ま
し

た
。
材
料
の
じ
ゃ
が
い
も
や
に
ん
じ
ん
な
ど
は
、

前
の
日
に
園
児
た
ち
が
自
分
で
切
っ
て
準
備
。
お

手
伝
い
し
て
作
っ
た
カ
レ
ー
は
甘
く
て
お
い
し

く
、
た
く
さ
ん
お
か
わ
り
し
ま
し
た
。

　

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
か
が
わ
よ

り
、
地
域
の
環
境
活
動
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
緑
化
事
業
に
使
わ
れ
、
来
年

２
月
に
三
野
町
貴
峰
山
（
と
み
ね
や

ま
）
へ
桜
を
植
樹
す
る
予
定
で
す
。

　河内幼稚園と神

田幼稚園の交流が

あり、河内小学校

のプールでクリス

タルの貝とり競争

やもぐりっこなど

大好きなプール遊

びを楽しみまし

た。プールを出た

あとは、真っ赤な

スイカを笑顔でパ

クリ。楽しい交流

ができました。

7/4

7/12

7/16

　市役所のロビーで『お茶娘ロボット（仮称）』のお披露目会があ

りました。このロボットは、詫間電波高専のロボコンチームのメ

ンバー１０人で２カ月かけて制作しました。ロボットが持つお盆

にコップを置くと、よく冷えたおいしい高瀬茶を注いでくれる仕

掛けになっています。

　ロボットは、今後、市内外のイベントで三豊市の特産品である

高瀬茶をＰＲする予定です。

　市内の夏まつりのトップを切って、『第７回高瀬空射矢まつり』が市役所周辺で開催されました。

ステージやストリートで１，０００人あまりの踊り子たちが華麗に、そしてエネルギッシュに舞い、暑い夏を吹き飛ばしました。

　財田里山ビオト

ープで空中田植え

と生き物観察イベ

ントが行われまし

た。参加した子ど

もたちは、泥んこ

になって田植えを

体験したり、田ん

ぼの近くで生息し

ている生き物にふ

れあうことで自然の大切さを学んだりしました。

6/15

7/16

7/1
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「
　

喜
田
道
　
帰
（
き
た
み
ち
　
か
え
る
）
先
生
」
と
生
徒
の
「
　

歩
（
あ
ゆ
む
）
君
」

「
　

美
歩
（
み
ほ
）
ち
ゃ
ん
」
が
、「
駅
か
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
で
歩
い
た
　
　
　
　
　
　
を
毎

月
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

喜
田
道
先
生
と
行
く

歩
き

喜
田
道
先
生
と
行
く

歩
き

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ

①宝光寺本堂の天井

③鮎返りの滝

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ

JR讃岐財田駅

スタート

眺めのいい
林道
⑥

さぬきさいた

荒戸下

甚言

甚言

Ｊ
Ｒ
土
讃
線

ゴール

四国の道「箸蔵街道」
急な下りの坂道

★

★

宝光寺
（室町庭園）
①

⑦

　
第
４
回
目
は
、
宝
光
寺
、
た
か
ら
だ
の
里
、

鮎
返
り
の
滝
な
ど
財
田
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。

秋
に
開
催
し
た
コ
ー
ス
で
す
が
、
鮎
返
り
の

滝
の
清
涼
感
や
大
パ
ノ
ラ
マ
の
林
道
な
ど
、

暑
い
夏
に
も
バ
ッ
チ
リ
対
応
で
き
る
行
程
で

す
。
も
ち
ろ
ん
四
季
を
通
し
て
楽
し
め
ま
す

よ
。

　
　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
特
集
も

好
評
い
た
だ
い
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

　
今
回
は
、
昨
年
１１
月
１７
日
に
開
催
し
た

『
た
か
ら
だ
の
里
「
秋
の

収
穫
祭
」
と
紅
葉
の
室
町

風
庭
園
「
宝
光
寺
」
鑑
賞

ウ
ォ
ー
ク
』
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
財
田
の
駅
は
、
丘
の
上
に
あ
っ
て
見
晴
ら

し
最
高
〜
。

　
　
空
気
も
澄
ん
で
い
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
〜
。

　
　
集
合
場
所
の
Ｊ
Ｒ
讃
岐
財
田
駅
は
、
土
讃

線
に
あ
る
徳
島
県
と
の
県
境
の
駅
。
停
車
列
車

も
少
な
く
、
の
ん
び
り
し
た
自
然
の
中
に
あ
り

ま
す
。
ふ
だ
ん
は
利
用
者
も
少
な
い
の
で
す
が
、

こ
の
日
は
集
合
時
間
に
ホ
ー
ム
い
っ
ぱ
い
の
８４

人
も
の
参
加
者
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
駅
前
に
あ
る
タ
ブ
の
木
の
下
か
ら
元
気
に

出
発
。

　
　
家
も
少
な
い
駅
前
の
下
り
道
、
正
面
に
大

き
く
て
立
派
な
お
寺
が
３
つ
も
あ
っ
た
よ
。

　
　
坂
道
を
１０
分
程
歩
く
と
、
大
き
な
お
寺

「
宝
光
寺
」（
①
）
に
到
着
。
こ
こ
は
、
広
い

境
内
と
大
き
な
本
堂
も
立
派
だ
が
、
室
町
庭
園

が
特
に
お
勧
め
な
ん
だ
よ
。

　
　
す
ご
い
、
歩
道
や
橋
も
あ
っ
た
よ
。

　
　
ま
る
で
、
テ
レ
ビ
で
見
た
京
都
の
お
庭
に

行
っ
た
み
た
い
。

　
　
ご
住
職
さ
ん
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
本
堂
の

天
井
に
描
か
れ
た
お
浄
土
（
鳥
や
花
）
の
絵
も

き
れ
い
だ
っ
た
ね
。

　
お
寺
を
出
発
し
て
、
し
ば
ら
く
財
田
の
里
山

風
景
が
楽
し
め
る
田
園
の
中
を
の
ん
び
り
歩
い

て
、
戸
川
ダ
ム
公
園
に
あ
る
大
久
保
　
之
丞
碑

（
②
）の
前
に
到
着
。

　
　
市
役
所

の
大
西
さ
ん

か
ら
説
明
が

あ
っ
た
ね
。

　
　
横
山
市

長
も
駆
け
つ

け
て
く
れ
て
、

歓
迎
の
あ
い

さ
つ
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
　
大
久
保

　
之
丞
は
、

瀬
戸
大
橋
を

掛
け
る
こ
と
を
提
唱
し
た
り
、
道
路
整
備
に

尽
力
を
注
い
だ
す
ば
ら
し
い
人
だ
っ
た
そ
う
だ

よ
。

　
　
瀬
戸
大
橋
の
生
み
の
親
な
ん
だ
ね
。

　
　
そ
こ
か
ら
道
を
登
っ
て
１０
分
程
渓
谷
を

歩
く
と
、
鮎
返
り
の
滝
（
③
）
に
突
き
当
た
り

ま
し
た
。

　
　
き
れ
い
な
水
が
流
れ
て
い
た
ね
。

　
　
県
下
最
大
級
の
産
直
「
た
か
ら
だ
の
里
」

に
到
着
。
こ
こ
で
お
弁
当
タ
イ
ム
。
み
ん
な

は
早
め
に
お
弁
当
を
す
ま
せ
て
、イ
ベ
ン
ト
や

新
鮮
な
産
直
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
た
ね
。
秋
に
は
収
穫
祭
（
④
）、

夏
（
7
月
）
に
は
旬
の
味
フ
ェ
ア

ー
な
ど
、
毎
月
の
第
3
土
曜
日

に
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
そ
う
だ
よ
。

　
　
チ
ン
ド
ン
屋
が
い
た
よ
〜
。
変
な
顔
し
て

て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

　
　
私
は
、
こ
こ
の
手
づ
く
り
ア
イ
ス（
⑤
）

を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
早
速
ゲ
ッ

ト
。
お
い
し
か
っ
た
。
季
節
に
よ
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
ス
が
楽
し
め
る
よ
。

　
　
先
生
も
柿
ア
イ
ス
を
食
べ
た
よ
。
ウ
ォ

ー
ク
に
ア
イ
ス

は
ベ
ス
ト
マ
ッ

チ
ン
グ
ー
で
し

た
。

　
た
か
ら
だ
の

里
に
は
、
他
に

温
泉
施
設
も
あ

る
そ
う
だ
よ
。

　
　
い
っ
し
ょ
に
歩
い
た
お
じ
さ
ん
は
、産
直

で
果
物
を
い
っ
ぱ
い
買
っ
て
い
た
よ
。

　
　
ア
イ
ス
も
食
べ
て
、
元
気
を
出
し
て
出

発
。

　
国
道
３２
号
か
ら
左
に
折
れ
て
新
し
く
出
来

た
林
道
を
上
る
と
、
箸
蔵
街
道
と
合
流
し
て

い
る
地
点
ま
で
開
通
し
て
い
た
ね
。
帰
り
の

列
車
が
気
に
な
っ
て
、
休
憩
も
取
ら
ず
に
一

気
に
上
っ
た
の
で
か
な
り
き
つ
か
っ
た
け
ど
、

景
色
は
最
高
（
⑥
）
だ
っ
た
ね
。

　
　
も
う
駄
目
か
と
思
っ
た
け
ど
、
が
ん
ば

っ
た
よ
。

　
　
こ
こ
か
ら
は
、
昔
の
箸
蔵
街
道
（
⑦
）を

財
田
駅
ま
で
降
り
る
ん
だ
。
山
道
な
の
で
足

元
に
気
を
つ
け
な
い
と
ね
。

　
　
う
ん
。
落
ち
葉
も
あ
っ
て
す
べ
る
し
、気

を
つ
け
て
歩
い
た
ね
。

　
　
昔
の
人
は
、
荷
物
を
担
い
で
、
こ
ん
な

山
道
を
行
き
来
し
て
い
た
ん
だ
ね
。
相
当
、

足
腰
が
強
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
。

　
　
車
も
無
か
っ
た
ん
だ
ね
。

　
　
そ
う
な
ん
だ
。

　
　
み
ん
な
な
ん
と
か
間
に
合
っ
て
、
予
定

通
り
財
田
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
　
少
し
疲
れ
た
け
ど
面
白
い
コ
ー
ス
だ
っ

た
よ
。

　
　
い
つ
も
は
お
客
さ
ん
が
あ
ま
り
乗
ら
な

い
財
田
駅
の
ホ
ー
ム
に
、
た
く
さ
ん
の
お
客

さ
ん
が
い
る
光
景
は
夢
み
た
い
。
入
っ
て
来

た
列
車
の
車
掌
さ
ん
が
、
う
れ
し
そ
う
に
微

笑
ん
だ
よ
う
に
見
え
た
の
は
、
私
だ
け
か
な
？

お
お　

く　

ぼ　

じ
ん

の
じ
ょ
う
ひ

②大久保 　之丞碑甚言
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宝
光
寺
の
庭
園
は
、
秋
の
紅
葉
が
特
に
美

し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
四
季
折
々
の

表
情
で
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
山
の

幸
、
野
の
幸
に
恵
ま
れ
た
財
田
に
は
、
県
下

最
大
級
の
産
直
市
場
「
た
か
ら
だ
の
里
」
も

あ
り
ま
す
。
自
然
あ
ふ
れ
る
財
田
に
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

佐
長
　
光
祥
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
本
文
を
参
考
に
仲
間
や
家
族
と
一
緒
に
思
い

思
い
の
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
商
工
観
光
課
　
☎
６２
・
１
１
２
９

ア
ク
セ
ス

行
き

三
豊
各
地
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
Ｊ
Ｒ
讃

岐
財
田
駅
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
回
の
コ
ー
ス

※
財
田
観
音
寺
線
が
Ｊ
Ｒ
讃
岐
財
田
駅
ま
で
来

　
ま
す
。

帰
り

※
Ｊ
Ｒ
讃
岐
財
田
駅
バ
ス
停
か
ら
は
、
財
田
観

　
音
寺
線
が
出
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
讃
岐
財
田
駅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で

お
帰
り
く
だ
さ
い
。

は
し
く
ら
か
い
ど
う

戸川

石野上

石野下

さ

い
き

財
田
川

国
道
３２
号
線

急な坂道

　道の駅たからだ
の里さいた
④⑤

鮎返りの滝③

戸川ダム公園の
大久保　之丞碑
②

甚言
道の駅

★

★

④収穫祭イベント

⑥林道からの眺望

⑦箸蔵街道

⑤8月は、ももアイスがおすすめ

　

　
第
4
回
目
は
、
宝
光
寺
、
た
か
ら
だ
の
里
、

鮎
返
り
の
滝
な
ど
財
田
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。

秋
に
開
催
し
た
コ
ー
ス
で
す
が
、
鮎
返
り
の

滝
の
清
涼
感
や
大
パ
ノ
ラ
マ
の
林
道
な
ど
、

暑
い
夏
に
も
バ
ッ
チ
リ
対
応
で
き
る
行
程
で

す
。
も
ち
ろ
ん
四
季
を
通
し
て
楽
し
め
ま
す

よ
。

　
　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
特
集
も

好
評
い
た
だ
い
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

　
今
回
は
、
昨
年
１１
月
１７
日
に
開
催
し
た

『
た
か
ら
だ
の
里
「
秋
の

収
穫
祭
」
と
紅
葉
の
室
町

風
庭
園
「
宝
光
寺
」
鑑
賞

ウ
ォ
ー
ク
』
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
財
田
の
駅
は
、
丘
の
上
に
あ
っ
て
見
晴
ら

し
最
高
〜
。

　
　
空
気
も
澄
ん
で
い
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
〜
。

　
　
集
合
場
所
の
Ｊ
Ｒ
讃
岐
財
田
駅
は
、
土
讃

線
に
あ
る
徳
島
県
と
の
県
境
の
駅
。
停
車
列
車

も
少
な
く
、
の
ん
び
り
し
た
自
然
の
中
に
あ
り

ま
す
。
ふ
だ
ん
は
利
用
者
も
少
な
い
の
で
す
が
、

こ
の
日
は
集
合
時
間
に
ホ
ー
ム
い
っ
ぱ
い
の
８４

人
も
の
参
加
者
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
駅
前
に
あ
る
タ
ブ
の
木
の
下
か
ら
元
気
に

出
発
。

　
　
家
も
少
な
い
駅
前
の
下
り
道
、
正
面
に
大

き
く
て
立
派
な
お
寺
が
3
つ
も
あ
っ
た
よ
。

　
　
坂
道
を
１０
分
程
歩
く
と
、
大
き
な
お
寺

「
宝
光
寺
」（
①
）
に
到
着
。
こ
こ
は
、
広
い

境
内
と
大
き
な
本
堂
も
立
派
だ
が
、
室
町
庭
園

が
特
に
お
勧
め
な
ん
だ
よ
。

　
　
す
ご
い
、
歩
道
や
橋
も
あ
っ
た
よ
。

　
　
ま
る
で
、
テ
レ
ビ
で
見
た
京
都
の
お
庭
に

行
っ
た
み
た
い
。

　
　
ご
住
職
さ
ん
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
本
堂
の

天
井
に
描
か
れ
た
お
浄
土
（
鳥
や
花
）
の
絵
も

き
れ
い
だ
っ
た
ね
。

　
お
寺
を
出
発
し
て
、
し
ば
ら
く
財
田
の
里
山

風
景
が
楽
し
め
る
田
園
の
中
を
の
ん
び
り
歩
い

て
、
戸
川
ダ
ム
公
園
に
あ
る
大
久
保
　
之
丞
碑

（
②
）の
前
に
到
着
。

　
　
市
役
所

の
大
西
さ
ん

か
ら
説
明
が

あ
っ
た
ね
。

　
　
横
山
市

長
も
駆
け
つ

け
て
く
れ
て
、

歓
迎
の
あ
い

さ
つ
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
　
大
久
保

　
之
丞
は
、

瀬
戸
大
橋
を

掛
け
る
こ
と
を
提
唱
し
た
り
、
道
路
整
備
に

尽
力
を
注
い
だ
す
ば
ら
し
い
人
だ
っ
た
そ
う
だ

よ
。

　
　
瀬
戸
大
橋
の
生
み
の
親
な
ん
だ
ね
。

　
　
そ
こ
か
ら
道
を
登
っ
て
１０
分
程
渓
谷
を

歩
く
と
、
鮎
返
り
の
滝
（
③
）
に
突
き
当
た
り

ま
し
た
。

　
　
き
れ
い
な
水
が
流
れ
て
い
た
ね
。

　
　
県
下
最
大
級
の
産
直
「
た
か
ら
だ
の
里
」

に
到
着
。
こ
こ
で
お
弁
当
タ
イ
ム
。
み
ん
な

は
早
め
に
お
弁
当
を
す
ま
せ
て
、イ
ベ
ン
ト
や

新
鮮
な
産
直
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
た
ね
。
秋
に
は
収
穫
祭
（
④
）、

夏
（
７
月
）
に
は
旬
の
味
フ
ェ
ア

ー
な
ど
、
毎
月
の
第
3
土
曜
日

に
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
そ
う
だ
よ
。

　
　
チ
ン
ド
ン
屋
が
い
た
よ
〜
。
変
な
顔
し
て

て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

　
　
私
は
、
こ
こ
の
手
づ
く
り
ア
イ
ス（
⑤
）

を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
早
速
ゲ
ッ

ト
。
お
い
し
か
っ
た
。
季
節
に
よ
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
ス
が
楽
し
め
る
よ
。

　
　
先
生
も
柿
ア
イ
ス
を
食
べ
た
よ
。
ウ
ォ

ー
ク
に
ア
イ
ス

は
ベ
ス
ト
マ
ッ

チ
ン
グ
ー
で
し

た
。

　
た
か
ら
だ
の

里
に
は
、
他
に

温
泉
施
設
も
あ

る
そ
う
だ
よ
。

　
　
い
っ
し
ょ
に
歩
い
た
お
じ
さ
ん
は
、産
直

で
果
物
を
い
っ
ぱ
い
買
っ
て
い
た
よ
。

　
　
ア
イ
ス
も
食
べ
て
、
元
気
を
出
し
て
出

発
。

　
国
道
３２
号
か
ら
左
に
折
れ
て
新
し
く
出
来

た
林
道
を
上
る
と
、
箸
蔵
街
道
と
合
流
し
て

い
る
地
点
ま
で
開
通
し
て
い
た
ね
。
帰
り
の

列
車
が
気
に
な
っ
て
、
休
憩
も
取
ら
ず
に
一

気
に
上
っ
た
の
で
か
な
り
き
つ
か
っ
た
け
ど
、

景
色
は
最
高
（
⑥
）
だ
っ
た
ね
。

　
　
も
う
駄
目
か
と
思
っ
た
け
ど
、
が
ん
ば

っ
た
よ
。

　
　
こ
こ
か
ら
は
、
昔
の
箸
蔵
街
道
（
⑦
）を

財
田
駅
ま
で
降
り
る
ん
だ
。
山
道
な
の
で
足

元
に
気
を
つ
け
な
い
と
ね
。

　
　
う
ん
。
落
ち
葉
も
あ
っ
て
す
べ
る
し
、気

を
つ
け
て
歩
い
た
ね
。

　
　
昔
の
人
は
、
荷
物
を
担
い
で
、
こ
ん
な

山
道
を
行
き
来
し
て
い
た
ん
だ
ね
。
相
当
、

足
腰
が
強
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
。

　
　
車
も
無
か
っ
た
ん
だ
ね
。

　
　
そ
う
な
ん
だ
。

　
　
み
ん
な
な
ん
と
か
間
に
合
っ
て
、
予
定

通
り
財
田
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
　
少
し
疲
れ
た
け
ど
面
白
い
コ
ー
ス
だ
っ

た
よ
。

　
　
い
つ
も
は
お
客
さ
ん
が
あ
ま
り
乗
ら
な

い
財
田
駅
の
ホ
ー
ム
に
、
た
く
さ
ん
の
お
客

さ
ん
が
い
る
光
景
は
夢
み
た
い
。
入
っ
て
来

た
列
車
の
車
掌
さ
ん
が
、
う
れ
し
そ
う
に
微

笑
ん
だ
よ
う
に
見
え
た
の
は
、
私
だ
け
か
な
？
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問い合わせ　人権課　☎７３－３００８

▲の お 知 ら せ

　同和問題の解決に対するあなたの態度はいかがですか。

次の中から1つ選んでください。�   

その他4.9% 無回答 1.8%

成り行きに
まかせる

28.8%

しかるべき
人が解決

11.3%

差別はなく
ならない

14.8%

よく考えて
いない

15.6%

解決に努力
する

22.8%

　同和問題は基本的人権にかかわる課題です。

1人ひとりにかかわりのある深い問題として理

解を深めましょう。

�　市では、人権・同和問題に関する啓発活動

のために、２００７年８月に市民の皆さんに人

権・同和問題意識調査を実施しました。調査結

果について概要をお知らせします。�

　また本調査の概要版（ダイジェスト版）は、

市のホームページ（　　　　　　　　　　　)

をご覧ください。�

　同和地区の人たちは、どんなときに差別を受

けていると思いますか。次の中から３つ選んで

ください。

結婚に際して�  

近隣のつきあいの中で�  

進学・就職に際して�  

友人・知人とのつきあいの中で�  

仕事上のつきあいの中で

学校生活の中で�

その他�  

無回答� 

　日常生活の上で現れる部落差別の状況につ

いて、結婚や就職といった人生の大切な節目

や近隣や友人・知人とのつきあいといった、

日常生活での部落差別の存在が伺えます。�        

…………………………………８７.８

………………………６０.７

…………………………３９.５

……………３５.２

……………………２４.９

…………………………………８.６

……………………………………………４.９

……………………………………………３.９

％

％

％

％

％

％

％

％

【差別はどんなときに？】

【同和問題解決に向けて、あなたなら？】

　仮にあなたの家族の中で、結婚しようとする相

手が同和地区の人である場合、あなたはどうしま�

すか。次の中から1つ選んでください。�   

　偏見や迷信にとらわれず、だれもが愛する人と

結婚ができるまちづくりの実現に向けて、人権・

同和問題の正しい理解を深めていきましょう。�        

反対

その他

8.3%

4.4% 無回答

2.0%

当人の意思
を尊重

当人の意志が
強ければしか
たがない

35.3%

反対があれば
みとめない

13.1%

36.9%

【結婚に対して、あなたなら？】

　同和問題をはじめとする人権問題

の解決のためには、他人事ではなく

私たち自身の問題であるとの認識と

解決に向けた行動力が必要です。�                       

人ＫＥＮまもる君
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人 権 課 か ら

８月は「同和問題啓発強調月間」です!

あなたの周りにある「差別」
はっきりと「駄目！」「ＮＯ!」
と言える勇気を持とう

　基本的人権は侵すことの出来ない永久の権利と

して、憲法で保障されていますが、あなたは、今

の社会でこのことが守られていると思いますか。

次の中から１つ選んでください。�      

　あなたは、同和地区や人権・同和問題をはじめ

て知ったきっかけは何からですか。次の中から1

つ選んでください。�      

　日本の社会には、基本的人権に関わるいろいろな

問題がありますが、あなたが特に関心のあるものを

３つ選んでください。�      

かなり守られている� 

あまり守られていない� 

わからない� 

完全に守られている� 

まったく守られていない� 

無回答� 

子どもに対するいじめ・虐待などの問題

障害者やその家族に対する差別の問題

同和地区の人に対する差別の問題

高齢者に対する差別の問題

女性に対する差別の問題

HIV感染者やハンセン病入所者等の人に対する差別の問題

刑を終えて出所した人に対する差別の問題

在日外国人に対する差別の問題

特に関心がない

その他

無回答

アイヌの人に対する差別の問題

　かけがえのない人生を幸せに生きるため

に、自分や他人の人権が大切にされる社会に

なるよう、お互いが努力しましょう。        

　私たちは、日常生活の中でさまざまな人権問題

と関わりながら生活をしています。人権問題は、

私たち1人ひとりの問題です。日ごろからさまざま

な人権問題に関心を持ちましょう。�       

　根拠のない噂や言い伝えなどは心理的

差別の原因となります。人権・同和問題

について正しい認識に努めましょう。

…………………………４８.２�

………………………３１.６

……………………………………１１.６

……………………………４.３

………………………２.６�

……………………………………………１.７

％

％

％

％

％

％

…………７０.３

……………４７.０

…………………３４.８

…………………………２９.７

……………………………２８.４

……２４.０

………１９.５

……………………１１.４

…………………………………………９.４

……………………………………………………２.３

……………………………………………………１.６

………………………１.４

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

家族

37.1%

その他

1.6%

無回答 0.9%

職場

2.6%

親戚

1.4%

近所・友人

20.7%

学校の授業

20.1%

覚えていない

10.7%

4.9%

【守られていますか？基本的人権】

【何に関心がありますか？】

【どのようにして知りましたか？】

研修会・
テレビなど

人ＫＥＮあゆみちゃん
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６２-１１１５

６２-１１１６

☎

☎

一般用

少年相談

「
心
　
子
　
救
」

　
　
相
談
電
話

　
　
　
　
☎
６２
・
１
１
１
６

　
気
軽
に
相
談
を
！

《
少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー
》

し
ん　
　

こ　
　

き
ゅ
う

終戦記念日によせて

～善通寺にあった俘虜（捕虜）収容所～

　戦時中（明治時代から）、陸軍第１１師団がお隣の

善通寺に置かれていたのは多くの人がご存じだと思

います。しかし第二次世界大戦中、国内初の俘虜

（捕虜）収容所が善通寺にあったことはあまり知ら

れていないのではないでしょうか。

　太平洋戦争開戦の直後、陥落したグアム島の連合

軍俘虜が、翌年の昭和１７年１月１５日に多度津港に

着き、善通寺俘虜収所へ送られて来ました。東京・

大阪の開設が同年９月、函館・福岡が昭和１８年１２

月、名古屋・広島・仙台は昭和２０年３月であったことか

ら善通寺がいかに早い開設だったかが分かります。

　今回、収容所開設当時から１年間勤務していた三

豊市内の人から大変貴重な写真の公開の許可を得ま

した。俘虜たちとは和気あいあいのうち、１年間を

過ごせたとのことです。いくら戦争とはいえ、俘虜

たちは人道的に扱われたようです。

　国民がひもじい思いをした時代に、俘虜たちには

規定の食糧を与えたとの証言もあります。

　収容所の事実も語り継いでいくべきことではない

でしょうか。

▲善通寺町内の精肉店へ買出し（当時は善通寺町）

　
今
月
は
『
白
ポ
ス
ト
』
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
『
白
ポ
ス
ト
』
は
、
青
少
年
の

目
に
触
れ
さ
せ
た
く
な
い
図
書
や

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
集

め
る
目
的
で
設
置
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
財
田
…
…
Ｊ
Ａ
財
田
上
支
所
横

　
　
　
　
　
み
よ
し
ス
ト
ア
ー
横

　
　
　
　
　
川
上
公
民
館
横

○
山
本
…
…
旧
山
本
バ
ス
停
横

　
　
　
　
　
財
田
川
河
川
敷
　
　

　
　
　
　
　
神
田
公
民
館
駐
車
場

○
豊
中
…
…
Ｊ
Ｒ
本
山
駅
横

　
　
　
　
　
豊
中
庁
舎
前

　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
比
地
大
駅
前

○
高
瀬
…
…
マ
ル
ナ
カ
駐
車
場
横

　
　
　
　
　
高
瀬
町
図
書
館
横

○
三
野
…
…
イ
ン
パ
ル
み
の
駐
車
場

　
　
　
　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

○
詫
間
…
…
詫
間
駅
前

　
　
　
　
　
武
道
館
横

○
仁
尾
…
…
仁
尾
庁
舎
前

　
　
　
　
　
総
合
文
化
会
館
横

　
昨
年
度
の
実
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
有
害
図
書
…
…
３，
７
３
８
冊
 
 
 
 

○
有
害
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　

…
…
１
，
５
６
４
個
 
 
 
 
 

　
１８
年
度
と
比
較
す
る
と
、
有
害

図
書
が
９
６
５
冊
減
り
、
有
害
ビ

デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
５
５
１
個
増
え

て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

雑
誌
等
か
ら
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
へ

の
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
と
も
『
白
ポ
ス
ト
』
を
有

効
に
活
用
し
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
、
各
方
面
の
ご
支
援
･
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ふ　りょ

▲敵・味方関係なく和気あいあいの雰囲気

「
有
害
図
書
等
は
白
ポ
ス
ト
へ
」
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三豊市エコオフィス計画を策定しました
　三豊市エコオフィス計画（地球温暖化対策実行計画）は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき、市が率先

し環境に配慮した事務事業を推進し、地球温暖化の原因といわれている温室効果ガス（二酸化炭素など）の削減などを

目的として策定しました。　

　市では、これまでも行政改革の取り組みの一環としてコピー用紙の裏面再使用や冷暖房の適正な温度管理、昼休みの

消灯による節電など省資源・省エネルギーの取り組みを行ってきました。計画ではさらなる温室効果ガスの削減に向け、

今年度から５年間で基準年（平成１８年度）に対し３％の温室効果ガスの削減を目標にしています。　

　市の直接管理による事務事業で基準年（平成１８年度）に排出された温室効果ガス量は９,８０２トンでした。排出源の

内訳は、電気使用に伴う二酸化炭素の排出が全体の７０.９％を占め、次の表のようになっています。　

　皆さんの大切な個人情報を保護し税証明業務の適正化を図るために、８月１日から、税務課や各支所市民サービス課

へ税証明等の交付申請に来られた人の本人確認を行います。

　運転免許証、住民基本台帳カード、旅券、その他官公署が発行した免許証、許可
証もしくは資格証明書等で、本人の写真が貼付された書類。

　　　　　　　　　　　　健康保険の被保険者証、年金手帳、年金証書、住民基本台帳カード（写真なし）、その他
これに準ずるものとして適当と認める書類を２つ以上。
※本人確認のできる書類を持っていない人や本人確認が不十分な人は、　職員からの質問に答えていただくことで本人
　確認を行います。

※ＣＯ２以外のガスの排出源は、し尿処理や浄化槽、
　公用車の走行やカーエアコンからの冷媒漏えい
　等によるものです。

基　　　準　　　年

実　行　計　画　期　間

平成１８年度

平成２０～２４年度（５年間）

計画対象温室効果ガス ＣＯ２（二酸化炭素）・ＣＨ４（メタン）・Ｎ２Ｏ（一酸化ニ窒素）
ＨＦＣ（ハイドロフルオロカーボン類）の４種類

温室効果ガス削減目標 ３％

単位：kg－ＣＯ２

温室効果ガスの排出状況

温室効果ガス排出量（平成１８年度）

温室効果ガス排出源構成

排　出　源 排　出　量

６，９４６，００８

９４７，３１１

７１０，４５５

５２３，５１１

３３７，９５７

２３０，６７０

１０６，０５２

９，８０１，９６４

電 気

Ａ 重 油

灯 油

ＣＯ ２以外

Ｌ Ｐ Ｇ

ガ ソ リ ン

軽 油

合 計

電気 ７０.９％

LPG ３.４％

CO2以外 ５.３％

灯油 ７.２％

A重油 ９.７％

軽油 １.１.％

ガソリン ２.４％

税証明等の交付申請の際に
「本人確認」ができる書類の提示をお願いします！

本人確認を行う税証明書等の種類は

本人確認のために必要な書類は

◆上記の書類がない場合は

・ 市県民税所得証明書
・ 営業証明書
・ 納税証明書

・ 固定資産所有証明書
・ その他の税証明書

問い合わせ　税務課　☎７３－３００６

▲

問い合わせ　環境衛生課　☎７３－３００７

▲

21

削

減

目

標

～～～～～～～～～～～～
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武道館

津嶋神社 夏季大祭に伴う交通規制のお知らせ

９8月 （土）日

※荒天の場合、舞い舞たくま子ども総踊り、セレモニー、舞い舞たくま踊りコンテスト、花火大会は翌日に順延となります

詫間町市民運動場野球場とその周辺

サンバうらしまのリズムにのって
子どもも大人も舞い舞たくま！
野外ステージでは超人気！爆笑ライブ
フィナーレは潮風を感じながら
直径３００ｍに開く尺玉と約６００発の花火！
真夏の夜はたくま港まつりに集まれ～！

第３７回第３７回

津嶋神社 夏季大祭に伴う交通規制のお知らせ

▲

問い合わせ　たくま港まつり協賛会事務局（詫間町観光協会内）　☎ ８３ －６３３１

花火打ち上げ～～～

～～～

～～～

～～～場所

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

香川西高グラウンド

弓道場

野球場野球場

大倉
グラウンド

ポートメモリアル
パーク

詫間庁舎

たくま
シーマックス

マリン
ウェーブ

ス
テ
ー
ジ

町体育センター

香洋石油
詫間小学校

西野団地塩
生
ヶ
原
橋

WC

WC

WC
〒

通行止

進入禁止

一方通行

駐車場

公衆便所

バリケード

１７：００～２２：００

会場周辺の駐車場と交通規制

（財）三野町観光協会　☎ ７３－３１２２

至
観
音
寺

道
免

貴
峰
山

県
道
宮
尾
高
瀬
線
ふれあいパーク
　　み　の

県
道
宮
尾
高
瀬
線 至

善
通
寺

国
道
１
１
号

鳥坂

至三豊鳥坂インター

県
道
善
通
寺
詫間線

至仁尾・観音寺

文 松崎小学校

県
道
丸
亀

詫
間豊
浜線

進
入
禁
止

弥谷寺

文 大見小学校

ふれあいパーク
　　み　の

至丸亀・多度津

詫
間
駅

津島ノ宮駅

駐車禁止
８月４・５日 終日

駐停車禁止
８月４・５日 終日

車両一方通行
８月４日 １８:００～２２：００

歩行者専用道路
８月４・５日 終日

駐車場
係員の指示に従ってください

至仁
尾

交通規制図

→

（二輪車を除く）

４・５8月 （月・火）日

問い合わせ　津嶋神社　　　　　　☎ ７２－５４６３
　

●交通規制にご協力ください。JR津島ノ宮駅が開設
　されます。JRご利用が便利です。

花 火 見 物 会 場

舞い舞たくま子ども総踊り　　午後５時３０分

セレモニー　　　　　　　　　午後６時

舞い舞たくま踊りコンテスト　午後６時４０分

超人気！爆笑ライブ　　　　　午後８時

　千鳥＆たむらけんじ

　しのぶちゃん

※雨天時はマリンウェーブで行います

踊りコンテスト結果発表　　　午後９時

花火大会　　　　　　　　　　午後９時３０分

４日（月） 午後８時～花火

▲



親子で給
食試食会！
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三豊市国際交流協会から

（財）三豊市国際交流協会 ☎７２－１１９２

シリーズ
なんなん？食育No.

２６

根気がつくきんぴら（４人分）

高瀬町学校給食センター

　食に関する指導は、給食の時間をはじめ、

学校教育活動全体を通して行われています。

学校での活動内容を家庭に向けて発信し、保

護者の理解を深め、家庭との連携を築くこと

が大切となります。その学校と家庭の連携活

動の一つに給食試食会があります。

　今回は、試食のあと次のような話をしました。

　「食」は「人を良くする」と書きます。

「食」を自分にとって良いものにするのは、

「自分自身の食べ方」にかかっています。だ

から『食事をする姿は、その人の履歴書であ

る』と言われるのです。

　給食センターでは、今年も「食べ物で体を

つくり、食べ方で心をつくる学校給食」をめ

ざします。 ① フライパンに油を敷き、豚肉を炒め、その他の材料（切ったもの）
　を入れ、更に炒める。
② ①に出し汁と調味料を加え、炒め煮にする。

笑顔がこぼれる
給食試食会

「歯の衛生週間」にちなんで
『かみかみごはん』と『根気
がつくきんぴら』を組み入れ
ています。

豚肉　　　　２５g
ごぼう　　１５０g
こんにゃく ７５g

・
・
・

にんじん　７５g
サラダ油　大さじ１/２
だし汁　　大さじ２

・
・
・

中双糖　　大さじ１/２
しょうゆ 大さじ１
みりん　 小さじ１

・
・
・

　中国陝西省の夏の食べ物といえば、「陝西涼皮」（リャ

ンピー）という米の粉を使った料理があります。「陝西

涼皮」は陝西省ならではの名物料理で、一番好きな食べ

物の一つです。女性にも大変人気があり、昼食としてよ

く食べられています。また、1人分は２元（３０円）の安

さで、“庶民の地方料理”とも呼ばれています。

　この料理は、西安市から東に２０キロ離れた戸県（ト

ケン）という所が発祥地で、２０００年前の秦の時代から

作られていたそうです。中国のある物語では、この料理

の話が書かれています。秦の時代、陝西省内では干ばつ

がひどく、住民は朝廷に米を献上できなくなったとあり

ます。そこに李十二（リーシーエー）という男性が、少

量の米を粉のように潰して、蒸したものを細く切り、もや

しなどの野菜を入れた料理を考えつきました。そしてそ

れを秦の始皇帝に献上しました。始皇帝はその料理を食

べて大変喜び、「毎日これを作ってくれ」と命令したそう

です。その後に陝西省でこの料理が大変流行しました。

　陝西省の人は辛いものが大好きなので、唐辛子やラー

油、地元の農家が作った黒酢やいろんな調味料をこの

「陝西涼皮」に必ず入れます。夏になると陝西涼皮を求

めて、人々は陝西涼皮のお店に列を作ります。また、白

い皮と紅いラー油と黄色いもやしで出来ている「陝西涼

皮」は、見た目が日本の夏祭りの浴衣のようでとてもき

れいだと地元の人々に愛され続けているのです。

　中国ではちょっぴり（日本の人にはとても）辛くて見

た目も清々しい「陝西涼皮（リャンピー）」がみんなの元

気の源になっているみたいです。

ハオ　チー

好吃！ おいしい！！好吃！ おいしい！！好吃！ おいしい！！

国際交流員の欒惠東
（ランケイトウ）さん
からの一言

私は日本に来て２年になりま
すが、いつもこの「リャンピ
ー」を食べたくてしかたがあ
りません。皆さんも陝西省に
行く機会があれば、ぜひ郷土
料理店などで「リャンピー」
を試してみてください。

親子で給
食試食会！親子で給
食試食会！

　今月の“国際交流協会から   ハオチー！”では、

中国内陸に位置する陝西省の夏の食べ物「陝西涼皮」

（リャンピー）」についてご紹介します。
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憲
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裕

之

新
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利

治

平

田

道

夫

筒

井

忠

利
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丸

正

明
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頭

昌

道

峰

久

光

正

山

地　

宏

大

平

保

利

中

田

和

伯

中

野

幸

夫

岩

倉

恒

子

井

上

芳

男

西

上

光

博

高
瀬
町（
中
浦
）

詫
間
町（
桃
山
）

山
本
町（
大
上
）

高
瀬
町（
在
所
）

　

〃　

（
成
行
）

山
本
町（
南
立
石
）

　

〃　

（
寺
上
東
）

三
野
町（
宗
吉
西
）

　

〃　

（
中
組
）

　

〃　

（
丸
尾
）

豊
中
町（
９
区
）

　

〃　

（
寺
家
上
１
）

詫
間
町（
大
浜
）

　

〃　

（
本
村
中
）

仁
尾
町（
中
津
賀
）

　

〃　

（
清
水
）

　

〃　

（
宮
の
端
）

財
田
町（
石
野
下
）

　

〃　

（
吉
田
）

豊
中
町（
天
神
）

財
田
町（
荒
戸
下
）

役　

職

役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）氏　

名

町
名（
自
治
会
名
）
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開催場所

住　宅　名（所在）

勝間団地

高谷団地

曽保団地

宮尾団地

（高瀬町下勝間）

（詫間町詫間）

（仁尾町仁尾甲）

（財田町財田中）

３Ｋ（簡易耐火２階建）

３ＤＫ（簡易耐火２階建）

２ＤＫ（簡易耐火２階建）

３ＬＤＫ（耐火２階建）

入居される

人の所得に

応じて決定

します

１１,５００円～２５,３００円

８,３００円～１８,３００円

７,４００円～１５,１００円

２０,４００円～４４,８００円

1

1

1

1

構　　　造 戸数 使　　用　　料

公　

営　

住　

宅

申し込み・問い合わせ
　　　　　三観広域消防本部　消防防災課
　　　　　　　　　　　　☎２３－３９７３

▲

消防だより

　外出先で大地震に遭遇した時の対処する方法には、次のような

ものがあります。

　窓ガラスや屋根瓦などが落ちてきそうな所から離れましょう。

　出口に殺到するとパニックになるので、店員の指示に従って落

ち着いて行動しましょう。

　ハンドルをしっかり握り、徐々に速度を落として道路の左側に

停車しましょう。

　いざというときあわてないため、地震の対処方法や避難場所、

緊急時の連絡方法などについて、ふだんから家族で話し合いをし

ておきましょう。

三観広域北消防署

☎７２－２１１９消防だより消防だより
外出先での地震の対処救命講習会　受講者募集

◆普通救命講習会

9月9日は救急の日
9月7日（日）～13日（土）は救急医療週間です

市街地などを歩いていた場合

デパートなどにいた場合

車を運転していた場合

９月６日（土）　午前８時４５分～正午
◆上級救命講習会
９月７日（日）　午前８時～午後５時

三観広域防災センター

募集人員 普通救命講習会３０人

上級救命講習会３０人

講　　師 三観広域消防職員

受 講 料 無料

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

申
し
込
み
が
で
き
る
人
（
次
の
条
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
人
）

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人

②
同
居
の
親
族
か
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

④
市
町
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑤

世
帯
の
月
額
所
得
が
基
準
の
範

　
囲
内
で
あ
る
こ
と

⑥

申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴

　
力
団
員
で
な
い
こ
と

（
注
）
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
、
単
身
入
居
も
可
能
で
す
。

必
要
書
類

　
住
宅
課
ま
た
は
高
瀬
事
業
課
・

各
支
所
事
業
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

入
居
の
決
定

　
入
居
者
選
考
委
員
会
に
よ
り
選

考
し
、
決
定
さ
れ
ま
す
。

入
居
予
定

　
９
月
上
旬

申
し
込
み
期
間

　
入
居
希
望
者
は
、
８
月
１
日

（
金
）か
ら
１５
日（
金
）の
午
前
８
時

３０
分
か
ら
午
後
５
時（
土
、
日
は
除

く
）ま
で
に
、
必
要
書
類
を
持
っ
て

住
宅
課
ま
た
は
高
瀬
事
業
課
・
各

支
所
事
業
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
期
間

以
外
の
受
付
は
一
切
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　

 
住
宅
課
　
☎

６２
・

１
１
３
１
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募
　

集

募
　

集

M
ITOYO CITY  IN

F

O

M
ITOYO CITY  IN

F

O

M
ITOYO CITY  IN

F

O

お 知
ら
せ

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

催
し
物

催
し
物

香
川
用
水
調
整
池
の
愛
称
募
集

三
豊
市
ヨ
ッ
ト
教
室
参
加
者
募
集

◆
日　

時

　
８
月
２０
日
（
水
）
〜
２２
日
（
金
）の

　
３
日
間

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

　
雨
天
決
行
、
荒
天
時
中
止

◆
場　

所

　
仁
尾
マ
リ
ー
ナ
・
蔦
島
周
辺
海
域

◆
対
象
者

　
小
学
４
〜
６
年
生

◆
定　

員

　
先
着
２０
人

◆
指
導
者

　

香
川
県
ヨ
ッ
ト
連
盟

◆
参
加
費

　
無
料

◆
準
備
物

　
濡
れ
て
も
よ
い
服
装
、
着
替
え
、

　
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
昼
食
、
飲
物

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課

　
☎
６２
・
１
１
１
３

　
香
川
用
水
調
整
池
は
、
約
三
百
万

ト
ン
の
水
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
、

安
定
し
た
水
道
用
水
の
供
給
を
図
る

目
的
で
建
設
し
て
い
ま
す
。

　
三
豊
市
に
で
き
る
こ
の
調
整
池
の

愛
称
に
つ
い
て
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法

応
募
用
紙
の
場
合

　
県
庁
、
県
水
道
局
、
三
豊
市
役

所
・
各
支
所
、
香
川
用
水
記
念
公

園
な
ど
に
あ
る
応
募
用
紙
を
専
用

の
応
募
箱
へ
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い

郵
送
の
場
合

　
官
製
ハ
ガ
キ
に
、
提
案
す
る
名

前
、
理
由
を
明
記
の
う
え
、
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
て
左
記
の
あ

て
先
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
名
称

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
場
合

　
左
記
ア
ド
レ
ス
に
よ
り
専
用
フ
ォ

ー
ム
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
採
用
さ
れ
た
人
に
は
、
抽
選
で
記

　
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

◆
応
募
締
め
切
り

　
８
月
３１
日（
日
）

◆
あ
て
先
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
７
６
６
ー
０
０
０
４

　
仲
多
度
郡
琴
平
町
榎
井
８
９
１
ー
２

　
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

　
香
川
用
水
総
合
事
業
所
総
務
課

　
「
香
川
用
水
調
整
池
の
愛
称
募
集
」
係

　
☎
０
８
７
７（
７
３
）４
２
２
１

　
夏
の
星
座
を
の
〜
ん
び
り
観
察
し

ま
し
ょ
う
。

◆
日　

時

　
８
月
３
日（
日
）

　
午
後
８
時
〜

◆
場　

所

　
山
本
ふ
れ
あ
い
公
園

◆
対　

象

　
ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
定　

員

　
な
し

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
し
込
み

　
当
日
会
場
に
て
受
付

※
雨
天
・
曇
天
は
中
止
し
ま
す
。
不

明
な
場
合
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
６３
・
１
０
４
１

相談事例

生　活

辞典豆
クリーニングトラブルに気をつけて！！

衣替えのシーズンです。クリーニングに出したら「縮んだ」「変色した」「穴があいた」「紛失した」などの�

クリーニングトラブルの相談が寄せられています。

①クリーニングに出したジャンパーのすそゴムが伸びき

ってしまった。

②スーツをクリーニングに出したが、わからなくなって

しまった。

解決方法

　①②ともクリーニング事故賠償基準により迅速に解決

できました。

○紛失事故がおきた場合のためにクリーニング店の預かり証

は、大切に保管しましょう。

○消費者が品物を受け取って６カ月を経過したとき、１年を経

過しても消費者が引き取りに来ない場合は、店に賠償を求め

ることはできません。

○クリーニングから持ち帰った後は、袋から出して、破れがな

いか、縮んでいないか、変色していないか確認しましょう。

○新素材には、さまざまなものがありクリーニングが難しく、

トラブルの原因になっているものもあります。消費者も表示

に注意して、洗濯できないものは避けるようにしましょう。

アドバイス

あなた
は大丈夫！？あなた
は大丈夫！？

▲

問い合わせ 西讃県民センター（三豊合同庁舎内）☎２５－５１３５　※受付時間　午前８時３０分～午後５時

※クリーニング事故賠償基準とは全国クリーニング生活衛
生同業組合連合会（ＬＤマーク）がクレーム処理として作
成した自主基準です。迅速に解決するために利用されてい
ます。

。
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夏
休
み
上
映
会

相
談
相
談

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

三
野
町
公
民
館
講
座

小
学
生
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
　

　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

��
◆
日　

時

　
８
月
２２
日（
金
）

 
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
２５
分

◆
場　

所

　
仁
尾
町
文
化
会
館

　
多
目
的
ホ
ー
ル
（
２
５
０
人
）

◆
対　

象

　
幼
児
〜
一
般
の
人

◆
内　

容

　
「
す
い
か
の
た
ね
」
「
と
も
だ
ち

　
や
」
「
ご
め
ん
ね
と
も
だ
ち
」

◆
参
加
料

　
無
料

◆
申
し
込
み

　
不
要

◆
問
い
合
わ
せ

　
仁
尾
町
図
書
館

　

☎
５６
・
９
５
６
５

◆
日　

時

　
９
月
１３
日（
土
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

◆
場　

所

　
①
県
弁
護
士
会
館

　

②
県
仲
多
度
合
同
庁
舎

◆
人　

数

　
各
会
場
２０
人

　
（
先
着
順
、
要
予
約
）

◆
申
し
込
み
期
限

　
９
月
８
日（
月
）ま
で

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
庁
県
民
活
動
・
男
女
共
同
参
画
課

　

☎
０
８
７（
８
３
２
）３
１
７
２

◆
日　

時

　
９
月
６
日（
土
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

◆
場　

所

　
三
野
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
演　

題

　
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
　

　
（
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
）

　
講
師
　
田
中
　
雅
国
氏
　
 
 
　

◆
対　

象

　
ど
な
た
で
も

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
三
野
町
公
民
館
　
　
　

　

☎
７３
・
３
１
１
４

◆
日　

時

　
８
月
１１
日
〜
２５
日

　
（
毎
週
月
曜
日
　
計
３
回
）
　

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

◆
場　

所

　
豊
中
町
体
育
館

◆
定　

員

　
先
着
４０
人

◆
対　

象

　
市
内
に
在
住
の
小
学
生

◆
指　

導

　
市
体
育
指
導
委
員
会

◆
準
備
物

　
運
動
の
出
来
る
服
装
、
上
履
き
　

　（
薄
手
の
シ
ュ
ー
ズ
）
な
ど

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課

　

☎
６２
・
１
１
１
３

◆
日　

時

　
８
月
３０
日
〜
９
月
２７
日

　
（
毎
週
土
曜
日
　
計
5
回
）

　
午
後
１
時
〜
４
時
 

◆
場　

所

　
山
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
講　

師

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
香
川
県
要
約
筆
記
サ

　
ー
ク
ル
　
ゆ
う
あ
い

◆
募
集
人
数

　
２０
人
程
度

◆
受
講
料

　
無
料

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
三
豊
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　

☎
６３
・
１
０
１
４
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問い合わせ　県環境森林部環境政策課
　　　　　　☎ ０８７－８３２－３２１０

▲

三豊市便利帳

平成２０年法人土地基本調査・
法人建物調査にご協力を

三豊市便利帳

27

フルーツ王国みとよの「旬はなぁ～に？」

ぶどう

　三豊は県内一のぶどうの産地。豊中、高瀬地区を中心

に、ピオーネなどの大粒ぶどうが作られています。

　ぶどうに含まれているブドウ糖や果糖は疲労回復に効果

があるので、暑い夏のエネルギー補給に最適です。朝食に

ぶどうを食べて、活力ある一日を送りましょう。

※三豊の桃とぶどうが、７月の

　北海道洞爺湖サミットで使わ

　れました

フルーツ王国みとよキャラクター

『ミス・ピオーネ』

問い合わせ　フルーツ王国みとよ推進室　☎６２－１１４０

▲

問い合わせ　フルーツ王国みとよ推進室　☎６２－１１４０

▲

詫
間
電
波
高
専
公
開
講
座

高
瀬
荘
ふ
れ
あ
い
広
場

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
イ
ベ
ン
ト

三
豊
市
人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
　
　
　
責
任
技
術
者
試
験

◆
場　

所

　
詫
間
電
波
工
業
高
等
専
門
学
校

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
詫
間
電
波
工
業
高
等
専
門
学
校

　
☎
８３
・
８
５
１
１

◆
日　

時

　
８
月
１８
日（
月
）
 

　
午
後
２
時
開
演

◆
場　

所

　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

◆
演　

題

　
『
人
の
世
に
熱
と
光
を
！
』

　
講
師
　
清
原
 
隆
宣
氏

◆
入
場
料

　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　
人
権
課
 

　

☎
７３
・
３
０
０
８

◆
日　

時

　
８
月
１０
日（
日
）

　

午
後
６
時
〜
８
時

※
雨
天
決
行

◆
場　

所

　
高
瀬
荘

◆
内　

容

　
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
各
種
バ
ザ
ー

　
う
ど
ん
な
ど

※
当
日
、
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
回

　
収
を
行
な
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
高
瀬
荘

　

☎
７４
・
７
８
１
１

　
税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る

次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。

◎
終
戦
後
、
国
外
か
ら
引
き
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
人
で
、
上
陸
港
の
税

関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
・
証
券
な
ど

◎
国
外
の
集
結
地
で
、
領
事
館
な
ど

に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど
の
う

ち
、
日
本
に
送
還
さ
れ
た
も
の

※
返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
人
で
も
結
構
で
す
。

お
心
当
た
り
の
人
は
、
左
記
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
坂
出
税
関
支
署
詫
間
出
張
所

　

☎
８３
・
３
０
７
１

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
工
事

店
の
指
定
要
件
の
１
つ
で
あ
る
、
工

事
の
設
計
・
施
工
に
あ
た
る
責
任
技

術
者
認
定
の
た
め
の
県
下
統
一
試
験

で
す
。

◆
試
験
日

　
１０
月
１４
日（
火
）

◆
受
験
申
し
込
み
期
間

　
８
月
１
日（
金
）〜
２９
日（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
日
本
下
水
道
協
会
香
川
県
支
部

　
（
高
松
市
下
水
道
管
理
課
内
）

　

☎
０
８
７（
８
３
９
）２
４
７
４

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

講　座　名

パソコン�

データベース�

実力養成講座

超初心者向け�

ブログ入門

日　　　　時

９月３日～１０月８日�

（毎週水曜日計６回）

午後６時３０分～�

　　　　８時３０分

８月３０日（土）

午前１０時～

　午後０時３０分

１
コ
ー
ス

２
コ
ー
ス

Excelを用いた表計算、�

データベースの構築など

マクロの作成、ユーザー�

フォームの作成など

ブログの作成・公開・�

投稿などを実習

どなたでも

１５人

パソコン�

初心者�

（中学生以上）

６人

７,４００円

申し込み�

時に納入

無料

募集期間受講料対象募集人員内　　　　容

土・日曜日は�

除く

土・日曜日は�

除く

８月１１日（月）�

　　～２５日（月）

ぶ
ど

う
の
品種
や栄養成分を紹

介
！！

市ホ
ームページで

（ ）（ ）

（ ）

　本年９～１０月に、「法人土地基本調査」および

「法人建物調査」が実施されます。

　調査結果は、行政利用はもとより、学術・研究機

関、企業等でも幅広く活用されます。

　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

携帯電話で利用できる
便利帳ができました。

内 容

携帯で読み取っ
てアクセス！！

市図書館携帯サイト
市役所の電話帳

日曜当番医
子どもホットラインなど

問い合わせ　情報政策課　☎７３－３０１２▼

８月１８日（月）�

　～２９日（金）
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ＮaMarｔ4

９月６日（土）　
午後７時　開演

日時

料 金 出演者

全席自由席

一般　前売　２,０００円　当日　２,５００円

学生　前売　１,０００円　当日　１,５００円

マリンウェーブ情報
マリンウェーブ　☎５６－５１１１▼

問い合わせ　粟島出張所　☎８４－７００１▼

健康相談

７日（木）

８日（金）

１８日（月）

１９日（火）

２０日（水）

詫間福祉センター

豊中町保健センター

三野町保健センター

仁尾町福祉会館

財田町国保高齢者保健福祉支援センター

９：３０～１１：００

日　程 時　間 場　所

健康課　☎７３－３０１４

乳幼児健診

４カ月児健診 １９日（火）

２６日（火）

６日（水）

２０日（水）

７日（木）

１４日（木）

２１日（木）

２８日（木）

２７日（水）

豊中

三野

豊中

三野

豊中

三野

豊中

三野

（平成２０年４月生まれ）

１０カ月児健診
１３：３０～

　　　１３：５０

９：２０～９：３０

（平成１９年１０月生まれ）

１歳６カ月児健診
（平成１９年１月生まれ）

３歳児健診
（平成１７年１月生まれ）

子育て支援課　☎７３－３０１６

対　象 日程 ※場所受付時間

◎県の専門相談員が応じます。
◎希望者は事前に電話でお申し込みください。

※場所　豊中…豊中町保健センター
　　　　三野…三野町保健センター

１６週以上の妊婦�
（参加希望者は前日ま�
でに電話でお申し込み
ください）

プレママひろば 子育て支援課　☎７３－３０１６

豊中

対　象 日程 ※場所受付時間

１９日（火）１０：００～
市内在住の１～３
歳児と保護者
（申し込み不要）�

楽しい歯磨き教室 子育て支援課　☎７３－３０１６

豊中

対　象 日程 ※場所時　間

健康診査後の結果説明会�

１２日（火） 山本町保健センター
９：３０～１１：００
１３：３０～１５：００

日　程 時　間 場　所

健康課　☎７３－３０１４

高齢者総合相談

４日（月）

７日（木）

１２日（火）

１３日（水）

２０日（水）

２１日（木）

２２日（金）

仁尾庁舎

三豊市役所

財田町国保高齢者保健福祉支援センター

豊中庁舎

詫間福祉センター

山本町保健センター

三野町保健センター

９：３０～１１：００

日　程 時　間 場　所

介護保険課　☎７３－３０１７
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

１３：００～１５：００

日　程 時　間 ※場　所

豊中２６日（火）

月月

8    AUGUST

8    AUGUST

保 健 相 談　
コ ー ナ ー

子育て支援課　☎７３－３０１６児童相談

・歯ブラシ�
・コップ

持参物

※山本町保健センター・高瀬町農村環境改善センターでの健康相談はお休
　みです。

　粟島の歴史や暮らし、豊かな自然を紹介した

「粟島いろはカルタ」ができました。

　古くから伝わる資料や、島民の記憶や言い伝

えをたどりながら詫間町公民館第７分館が作成

したもので、読み札、絵札、いずれも粟島の皆

さんの力作です。

粟島

音楽×ファッション×映像
７人の新進気鋭若手アーティストによるクラシックコンサート

「いろはカルタ」ができました
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税務課からのお知らせ
８月は、

の納付月です。

口座振替日および納期限

９月１日（月）

問い合わせ 税務課　☎７３－３００６

☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

市県民税�

国民健康保険税

介護保険料普通徴収

後期高齢者医療保険料普通徴収

（香川県人口移動調査による）

世帯数

総人口

世帯

人

2 3 , 1 5 0
6 9 , 5 8 9 人

人男

女

3 3 , 0 4 1
3 6 , 5 4 8

心 温 ま る 贈 り も の
　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただ
きました。厚くお礼申し上げます。 （敬称略・受付順）

（
6
月
受
付
分
）

仁尾小学校
平石幼稚園
仁尾保育所へ

三豊市の人口 平成２０年７月１日現在

仁尾町西山　和弘

西香川病院へ

㈱クシベウィンテック�
代表取締役社長　�
櫛部　則繁

社会福祉協議会へ
高瀬町
高瀬町
三野町
高瀬町
三野町
三野町

小山　　順
安藤　　修
島田　　博
横江　季重
三谷千鶴子
松山　壽文
香川県建設労働組合仁尾支部

仁尾町
三野町
高瀬町
高瀬町
高瀬町
仁尾町�
仁尾町

大井　正史
藤田　　聰
秋山　博則
亀山　敏子
嶋田シズヱ
曽根　健夫

１０：００～　
　　　　　１１：３０

１３：００～１５：００ 

１３：００～１５：００ 

１０：００～１５：００ 

１０：００～１５：００ 

１３：００～１５：００ 

１０：００～１５：００ 

１３：００～１６：００ 

１０：００～１５：００ 

１０：００～１１：３０

福祉課　☎７３－３０１５

健康課　☎７３－３０１４

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。

日　程 時　間 場　所日　程 時　間 場　所

日　程 時　間 場　所

日　程 医療機関名 電話番号市町名

日　程 医療機関名 電話番号市町名

行政相談精神デイケア

休日当番医

休日当番医 歯科

４日（月）

６日（水）

６日（水）

１１日（月）

11日（月）

１８日（月）

１８日（月）

２０日（水）

上高野文化センター

みずた内科医院

小林整形外科医院

小野医院

小山医院

大西医院

国土外科医院

永康病院

三野小児科医院

安藤内科医院

大西病院

みやざき歯科医院

河田歯科医院

久保歯科

黒田歯科医院

白井歯科医院

１８日（月）

３日（日）

１０日（日）

１７日（日）

２４日（日）

３１日（日）

   ３日（日）

１０日（日）

１７日（日）

２４日（日）

３１日（日）

詫間町

観音寺市

詫間町

観音寺市

山本町

観音寺市

詫間町

観音寺市

高瀬町

観音寺市

詫間町

観音寺市

観音寺市

観音寺市

三野町

８３－７２２２

２３－１１８１

５２－２００９

２５－３６７１

７２－５２３７

８３－７２１８

２５－７３１１

８３－８１８１

２５－２３５４

６３－２０８１

２５－０２９０

８３－３００１

２５－７７８８

７２－５０１８

２５－３２９１

７日（木）

２１日（木）

２１日（木）

高瀬町公民館

三野町太陽の家

山本町老人ふれあいプラザ

三野町社会福祉センター

仁尾町福祉会館

豊中町福祉会館

高瀬町農村環境改善センター

山本庁舎

仁尾庁舎

財田庁舎

詫間福祉センター

１３：３０～１６：００

日　程 時　間 場　所

農事相談

人権課　☎７３－３００８または各支所市民サービス課人権相談

 ５日（火）

７日（木）

８日（金）

詫間福祉センター

仁尾庁舎

財田庁舎

総務課　☎７３－３０００または各支所市民サービス課

職業相談 上高野文化センター　☎６２－２３７７

１０：００～１２：００
１３：００～１６：００

日　程 時　間 場　所

献血

５日（火） 三豊市役所

広げよう献血の輪！！ご協力をお願いします。

日　程 時　間 場　所

６日（水）

６日（水）

７日（木）

１１日（月）

１３日（水）

２０日（水）

２２日（金）

山本町保健センター

豊中町福祉会館

財田庁舎

高瀬町農村環境改善センター

詫間福祉センター

仁尾庁舎

三野町社会福祉センター

１０：００～１５：００ 

農業委員会事務局　☎６２－１１３７

高瀬町

義 援 金 の お 礼
　中国四川省を震源とする大地震で被害を受けた陝西省三原県
への義援金は、市民の皆さまから総額 ５０１，６２７円にのぼる善
意の寄付が寄せられました。お寄せいただいた義援金は、中国
陝西省三原県人民政府に送金しました。
　ご協力いただきました皆さまに、心からお礼申し上げます。

三豊市長　　　　　　　　　 横 山 忠 始
三豊市国際交流協会 理事長　清 水 邦 夫

（第２期分）�

（第２期分）�

（第２期分）�

（第２期分）
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☆納期限内に納めましょう。
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三野保育所

梅ジュース・梅干しづくりに挑戦！！

い　つ

詫間町図書館

勝間小学校

「自分から」そして「みんなと」

問い合わせ　詫間町図書館　☎８３－６８２８▼

８月６日（水）・２０日（水）

じかん 午後２時～３時

ところ 詫間町図書館

内　容 「まんが日本昔ばなし」「やさしいオオカミ」他

対　象 幼児～小学生

　夏休みにぴったりの 　　　　おはなしや　　　　　おはなしのアニメを見たり、手あそびや読み聞

かせをしたりします。お友だちをさそってあそびにきてね！

　大見公民館『梅の会』の皆さんと一緒に、梅の収穫を

体験しました。園児たちが安全に収穫できるようにと、

公民館のおじさんやおばさんが斜面の草刈りをして待っ

ていてくれま

した。園児た

ちは早々に長

靴に履き替え

て、しゃがん

だり背伸びし

たりしながら、

家から持って

きた袋にたく

さんの梅を収穫しました。

　園児たちは、梅を洗った

り重さを量ったりして、梅

ジュースや梅干しづくりに

挑戦!!できあがった梅ジュ

ースは、先日の夕涼み会

で、地域の皆さんと一緒に

飲みました。甘くておいしくできた梅ジュースに、みん

な大喜び。

　これからも、

地域の皆さんと

の交流をとおし

た“喜び体験”

を大切にしてい

きたいです。

　「今日の遠足は、バスに乗れたし、１年生にも喜んでも

らえて、とても楽しかった。」これは、春の“なかよし遠

足”のあとに、６年生の児童が笑顔で言った言葉です。今

年の遠足は、全校生

を班分けして１年生

を迎える会として実

施しました。６年生

を中心に何度も話し

合いを重ねて、班ご

とに「行き先」や

「目的」を決めました。こういった努力が、遠足を終えた

児童の言葉や表情に表れたのでしょう。

　異学年交流活動として、毎月１回、水曜日の昼休みに

「なかよし遊び」も行っています。運動場や体育館は、鬼

ごっこやドッジボール、しっぽ取り等を楽しむ姿であふれ

ています。また、自主栽

培活動グループ「菊育て

隊」が、毎朝、自分の育て

ている菊に水をやってい

る姿も見られます。これ

らの活動は、上級生を中

心に自分たちの手で取り

組もうとする自主性や自発性、全校生が互いに相手のこと

を思いあう心が育ってくれることを願って行っています。

　こうした活動の積み重ねが「か・つ・まの子」一人ひと

りの心に「自主性」「思いやり」という大きな花を咲かせ

てくれるでしょう。

夏休みアニメ映画会
こわい たのしい
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